
四

日

市

市

議

会

四
日
市
市
議
会
臨
時
会
会
議
録

昭
和
四
十
八
年
五
月
十
六
日

（
第

一
号
）



第
一
三一，

第
一
〇 九

， 

七 六

II 

報 諮 選 選

ヽ ヽ

告

第 第

決

第 第

挙

第 第

任

第

五

選
挙
第
．

四
号

四
日
市
市
諮
会
諮
長
の
選
挙
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

発
諮
第
ー
四
号

選
挙
第
五
号
＇
四
日
市
、
＇
菰
野
ヽ
川
越
、
朝
日
地
区
術
生
組
合
議
会
ー

四
日
市
市
議
会
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

．．．．．．．． 

：
 
．．．．．．．．．．．．．． 

J

』
諮
貝
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

六
号
一
三
洒
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
諮
会
議
貝
の
袖
欠
選
挙

八

選

挙

第

-

••••••••••••••••••••••••••.••.••••••• 

,
 

に
L

つ
い
ー
て

選
挙
第
七
号
四
日
市
港
管
理
組
合
議
会
諮
貝
の
袖
欠
選
挙
に
つ
い

、

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

,＇‘ 
................... ― 

て｛

発
議
第
五
号
、
四
日
市
市
諮
会
特
別
委
員
会
の
設
四
に
つ
い
て

．．．．． 

議
案
第
六
七
号
ー
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
J••• 

諮
案
第
六
六
号
四
日
市
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
，
1

••.••.••.••.••..•.••..•.••.•••••.••.•••••.••.••. 

蔀

告

第

四

号
J

弾
力
条
項
の
適
用
に
つ
い
て
こ

諮
案
説
明
：
質
疑
‘
討
論
、
諮
決

第
四
四
日
市
市
諮
会
議
長
の
辞
職
に
つ
い
て

第

選
挙
第
三
号
四
日
市
市
議
会
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

第

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

第

会
諮
録
署
名
諮
貝
の
指
名
に
つ
い
て

〇
諮

事

昭
和
四
十
八
年
五
月
十
六
日
（
水
）

日

程

第
一
号

午
後
一
時
開
会

選 選

挙 挙

ー1-
• --



0
出
席
諾
貝
（
四
十
四
名
）

日
程
追
加
会
期
の
延
長
に
つ
い
て

＼ク

日
程
第
一
四

議
案
第
六
五
号
四
日
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

日
程
第
＿
三

報
告
第
四
号
弾
力
条
項
の
逸
用
に
つ
い
て

日
程
第
―
二

議
案
第
六
六
号
四
日
市
市
教
育
委
貝
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

日
程
第

0
本
日
の
会
諮
に
付
し
た
事
件

日
程
第

会
眺
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

第
一
四
諮
案
第
六
五
号

出 坪

井

博

君

井

妙

子

君

田

中

政

君

高

橋

力

君

高

井，

夫

君

志

租

政

-
君

後

藤

店

太

郎

君

後

藤

究

治

君

小

林

喜

夫

君

小

林

博

次

君

小

林

哲

夫

君

粉

JII 

茂

君

訓

覇

也

男

君

喜

多

野

等

君

JII 

村

潔

君

小

JII 

四

郎

君

大

島

武

雄・雄

君

岩

田

久

君

伊

藤

信

君

伊

藤

太

郎

君

伊

藤

金

君

小

井

道

夫

君

荒

四
日
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
U

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
議
案
説
明
：
質
疑
、
討
論
、
議
決

•
木
，
；
武

治

君

天

文

雄

君

青

春 山

峯

男

君

-3-
ー2-



_

-

（

｝

 

0
出
席
事
務
局
職
貝

9-

＇ 

＇ 

，
 
-

｀

―

↑

(

 

ー、

＇ 
ヽ

〇
議
事
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者

.̀, 

0

-

＜
 

ぐ

J
r

主

事

袖

1西

口

徹

君

諮

ー
事
＇
係
ー

長

,

1

ー
板
'

崎
，
＇
，
大
之
ー
丞

君

¥_I 

. 
議事-,
. -

事務

課

長

JII 

村

得

君

局

長

ー

毀

野

正
，
ジ
'
〗

i
、
和

君

ヽ ＇ 

（＼ 

•‘ 

｛ 

‘--
r ', 

、『I
（
 

下

水

道

部

長

美

漿

部

博

美

君

＇
ー
土
ー
＇
木
，
部

長

杉

本

9

杉

i.

（本一

義
ー
ー
広
：
＇
，

君

産税
9,  

業務

部

長長

荒

木

、!

部

三治
r ，ヽ

郎芳

君 君
；
・
ロ
ー

総

務

部

長

阿

南

輝

彦

君

市
，
長

入
バ
、
公

室

長

輪

喜

代

司

君

収

役

庄

司

良

君

ー
助

役

加

立

窃

嗣

君

しヽ

占

一一巾

：
長

岩

野

見

齊

君

吉

垣

照

•
男

君

山

本

勝

君

山

中

山

ロ

忠 信

君

生

君

安

垣

勇

君

六

平

豊

司

君

松

島

良

君

増

山

英

君

藤

井

泰

治

郎

君

福

田

香

史

君

'
E
E
[
 

比

義

平

君

早

l l l 

正

夫

君

服

部

昌

弘

君

長

谷

川

鐸

元

君

橋

本

増

蔵

君

橋

本

廷

治

君

野

綺

貞

芳

君

生

JI I 

平

蔵

君

中

島

隆

平

君

-5- —•4 ー•



四
日
市
市
議
会
議
員
大
島
武
雄
殿

表
彰
状

表
彰
状
授
与
（
拍
手
）

四
日
市
市
諮
会
議
貝
岩
田

以
下
同
文
で
ご
ざ
い
ま
す
。
｀
．

久
雄
殿

表
彰
状

表
彰
状
授
与

（
拍
手
）

矢

田

健

次

深
梅
市
議
会
議
長
会
会
長

一
宮
市
議
会
議
長
！

こ
と
に
顕
著
で
あ
り
ま
す
101

あ
な
た
は
、
＇
市
議
会
諮
貝
の
要
職
に
あ
る
こ
と
十
年
、
鋭
意
市
政
の
振
興
に
つ
と
め
、
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
は
、
ま

よ
っ
て
、
こ
こ
に
本
会
表
彰
規
定
に
よ
り
、
記
念
品
を
贈
呈
し
こ
れ
を
表
彰
し
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
四
月
二
十
五
日
，
＇

四
日
市
市
議
会
副
諮
長
安
垣
勇
殿

表
彰
状

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

〔
被
表
彰
者
議
場
中
央
に
進
む
〕

た
だ
い
ま
か
ら
、
そ
の
表
彰
状
の
伝
逹
を
行
な
い
ま
す
。

以
上
の
九
名
が
、
十
年
以
上
の
勤
続
諮
貝
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

坪

井

妙

子

君

、

野

崎

貞

芳

君

、

増

山

英

君

喜
多
野

等

君

、

訓

覇

也

男

君

、

小

林

喜

夫

君

安

垣

勇

君

、

岩

田

久

雄

君

‘

大

島

武

雄

君

諮
会
議
長
会
定
期
総
会
に
お
き
ま
し
て
、

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

会
議
に
先
立
ち
ま
し
て
、
去
る
四
月
二
十
五
日
、

一
宮
市
に
お
い
て
開
佃
さ
れ
ま
し
た
第
五
十
六
回
東
海
市

永
年
勤
続
議
員
表
彰
状
伝
逹
の
件

願
い
い
た
し
ま
す
。

本
日
の
議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
諮
事
日
程
に
よ
り
取
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
，
、
よ
る
し
く
お

た
だ
い
ま
の
出
席
諮
貝
は
、
四
十
二
名
で
あ
り
ま
す
。

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

午
後
一
時
三
分
開
会

た
だ
い
ま
か
ら
、
昭
和
四
十
八
年
五
月
、
四
日
市
市
議
会
臨
時
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
‘
。

事

務

試

柏

JII 

北

悟

司

君

-7- -6-



市
長
。

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

以
下
同
文
で
ご
ざ
い
ま
す
。
-

表
彰
状
授
与
（
拍
手
）

四
日
市
市
議
会
諮
貝

喜
多
野

以
下
同
文
で
ご
ざ
い
ま
す
。

表
彰
状
授
与
（
拍
手
）

表
彰
状
授
与
（
拍
手
）

表
彰
状
授
与
（
拍
手
）

四
日
市
市
議
会
議
貝

四
日
市
市
諮
会
議
員
増
山

表
彰
状
授
与
（
拍
手
）

こ
の
際
、
市
長
か
ら
発
言
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
許
し
ま
す
。

〔
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）
登
坦
〕

英
一
殿

表
彰
状

以
下
同
文
で
ご
ざ
い
ま
す
。

表
彰
状
授
与
（
拍
手
）

野

綺

貞

芳

殿

表
彰
状

以
下
同
文
で
ご
ざ
い
ま
す
。

四
日
市
市
議
会
議
員

坪

井

妙

子

殿

表
彰
状

以
下
同
文
で
ご
ざ
い
ま
す
。

四
日
市
市
議
会
議
貝
小
林
喜
夫
殿

表
彰
状

以
下
同
文
で
ご
ざ
い
ま
す
。

表
彰
状
授
与
（
拍
手
）

四
日
市
市
議
会
議
貝
訓
覇
也
男
殿

表
彰
状

表
彰
状

以
下
同
文
で
ご
ざ
い
ま
す
。

等
殿

-9- --8-



り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＇ 

0
伊
店
信
一
君

ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
願
い
ま
す
。

〇
諾
長
（
服
部
昌
弘
君
）

0
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）

本
日
の
会
議
に
先
立
ち
ま
し
て
‘
去
る
五
月
二
日
及
び
八
日
に
、
東
海
地
方
及
び
西
日
本
一
帯
を
製
っ
た
、

い
わ
ゆ
る
メ
イ
・
ス
ト
ー
ム
に
よ
る
被
害
状
況
に
つ
い
て
、
ご
報
告
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
ず
、
五
月
二
日
の
災
害
に
つ
い
て
は
、
市
内
中
心
部
で
の
降
雨
紐
が
多
く
、
中
消
防
署
の
観
測
に
よ
れ
ば
、
日
雨
紐
百
三
十
ニ
ミ
リ

で
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
の
三
時
間
に
百
三
ミ
リ
と
、
集
中
的
な
菜
雨
に
よ
り
、
市
内
各
所
に
浸
水
等
の
被
害
を
も
た
ら
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。

被
害
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
死
者
一
人
、
床
上
浸
水
十
二
戸
、
床
下
浸
水
千
百
八
十
九
戸
、
市
土
木
股
林
関
係
被
害
等
百
六
十
六

件
、
約
九
千
百
万
円
に
の
ぽ
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
午
前
十
一
時
十
分
の
大
雨
注
意
報
の
発
令
に
先
立
ち
、
関
係
部
課
に
よ
っ
て
瞥
戒
予

防
に
つ
と
め
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
短
時
間
に
集
中
し
た
雨
紐
に
よ
っ
て
、
河
川
、
水
路
等
の
溢
水
を
見
た
の
で
あ
り
ま
す
。
死
者
は
、

宮
洲
原
地
区
に
お
い
て
増
水
し
た
排
水
路
に
転
落
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
‘
衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

翌
日
‘
没
水
世
楷
の
く
み
取
り
、
消
詣
作
業
、
床
上
浸
水
家
屋
の
お
見
舞
い
を
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
後
も
、
被
害
個
所
、
危

次
に
、
五
月
八
日
の
状
況
は
、
，
午
前
八
時
三
十
分
、
大
雨
強
風
波
浪
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
雨
屈
は
、

十
二
時
ま
で
に
三
十
•
五
ミ
リ
、
十
二
時
か
ら
二
十
三
時
ま
で
に
七
十
四
｀
こ
リ
。
時
間
最
大
雨
姐
は
、
十
七
時
か
ら
十
八
時
ま
で
十
三
・

五
ミ
リ
の
雨
が
降
り
続
き
ま
し
た
。

被
害
の
概
要
は
、
床
下
浸
水
十
戸
、
市
土
木
此
林
関
係
被
害
五
十
九
件
、
約
千
七
百
万
円
で
あ
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
二
日
の
被
害
直

後
で
も
あ
り
、
早
く
か
ら
樋
門
、
排
水
機
等
の
採
作
の
万
全
を
期
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
土
木
此
林
関
係
被
害
に
つ
い
て
は
、
さ
き
の
被

災
個
所
が
、
地
盤
の
ゆ
る
み
に
よ
り
拡
大
し
た
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
災
害
関
係
既
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
、
補
正
予
箕
を
計
上
し
て
ご
審
議
を
わ
ず
ら
わ
す
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
応
急

措
四
股
等
緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
決
予
算
か
ら
の
立
て
か
え
支
出
を
お
認
め
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

伊
店
信
一
君
゜

市
長
の
報
告
は
、
お
聞
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

〔
伊
志
信
一
君
登
坦
〕

こ
の
あ
と
役
貝
選
挙
な
ど
で
い
る
い
ろ
問
題
を
持
っ
て
お
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
な
が
ら
、
た
だ
い
ま
の
市
長
の
報
告

に
関
迎
い
た
し
ま
し
て
、
簡
単
に
四
項
目
ほ
ど
ご
質
問
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

台
風
の
あ
る
た
び
に
、
床
上
、
床
下
浸
水
の
た
め
に
泣
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
宮
田
、
宮
洲
原
地
区
も
、
昨
年
は
こ
う
し
た
こ
と
も
無
事

に
過
ぎ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
四
十
八
年
度
は
、
た
だ
い
ま
市
長
か
ら
報
告
の
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
五
月
二
日
、
～
早
々
と
集
中
荻
雨
に
見

舞
わ
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
松
原
地
区
で
は
、
百
六
十
戸
の
床
下
浸
水
の
た
め
に
、
商
店
街
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ
た
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
加
え
ま
し
て
、
，
た
だ
い
ま
の
報
告
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
，
松
武
川
の
は
ん
ら
ん
で
小
学
生
二
名
が
濁
流
の
中
に
落
ち
、

か
わ
い
そ
う
に
命
を
失
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
件
に
関
し
ま
し
て
は
、
市
で
は
迅
速
に
防
設
さ
く
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
て
、
あ

と
こ
ろ
が
、
こ
の
床
下
浸
水
や
子
ど
も
さ
ん
の
溺
死
し
た
原
因
と
な
っ
て
い
る
松
武
川
の
は
ん
ら
ん
は
、
宮
田
ポ
ン
プ
場
の
千
ミ
リ
ポ

ン
プ
が
修
理
中
で
、
使
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
宮
田
の
ポ
ン
プ
場

は
、
宮
田
一
色
の
迎
河
沿
い
に
あ
り
ま
し
て
、
た
だ
い
ま
申
し
ま
し
た
松
武
川
の
水
路
と
宮
田
の
代
官
町
の
衷
を
流
れ
る
水
路
、
こ
の
二

本
の
水
路
の
水
を
排
水
し
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
と
こ
る
が
、
天
力
須
賀
、
宮
洲
原
ポ
ン
プ
場
の
関
係
の
地
区
に
は
、
こ
う
い
っ

た
浸
水
騒
ぎ
が
な
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
ボ
ン
プ
場
に
関
係
す
る
水
路
だ
け
が
浸
水
騒
ぎ
を
起
こ
し
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

険
個
所
の
点
検
、
応
急
対
策
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。

一
名
は

一
時
か
ら
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す
。
四
十
七
年
度
に
こ
の
ボ
ン
プ
の
修
理
予
算
が
計
上
さ
れ
て
お
り
な
が
ら
、
な
ぜ
つ
ゆ
の
直
前
に
修
理
に
か
か
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由

が
わ
か
ら
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
残
っ
た
予
算
を
か
き
集
め
て
ポ
ン
プ
の
修
理
で
も
や
る
う
か
と
、
そ
う
い
っ
た
よ
―
？
な
ず
さ
ん
な
予

算
の
組
み
方
で
は
な
さ
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
と
に
か
く
そ
の
理
由
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
私
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
ん
じ

ゃ
な
く
て
、
松
原
地
区
全
体
の
人
た
ち
の
非
難
が
こ
こ
に
集
中
し
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
だ
れ
が
考
え
ま
し
て
も
、
排
水
ボ
ン
プ
の

修
理
と
い
う
も
の
は
、
冬
の
渇
水
時
に
行
な
う
の
が
こ
れ
は
常
識
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
担
当
の
美
猿
部
部
長
か
ら

ご
答
弁
を
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
あ
わ
せ
ま
し
て
、
こ
う
い
う
予
窮
の
使
い
方
が
は
た
し
て
効
率
的
な
予
算
の
使
い
方
で
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
、

職
員
の
研
修
を
担
当
し
て
お
ら
れ
る
三
輪
市
長
公
室
長
か
ら
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

0
伊
藤
信
一
君

下
水
道
部
長
。

〔
下
水
追
部
長
（
美
籾
部
博
美
君
）
登
坦
〕

0
下
水
道
部
長
（
美
猿
部
栂
美
君
）

ご
質
問
に
対
し
ま
し
て
お
答
え
申
し
上
げ
る
前
に
、
今
回
、
理
由
の
問
題
は
別
に
い
た
し
ま
し
て
、
都
市
下
水
路
の
中
へ
子
ど
も
さ
ん

が
落
ち
ら
れ
て
落
命
さ
れ
た
と
い
う
ご
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
じ
子
を
持
つ
親
と
い
た
し
ま
し
て
、
非
常
に
残
念
で
ご
ざ
い
ま
す
。
冒

頭
に
あ
た
り
ま
し
て
、

こ
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

さ
て
、
本
件
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
、

一
応
私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
も
う
お
答
え
す
る
余
地
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
心
で
思
っ
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
に
も
ま
い
り
ま
せ
ん
の
で
、
率
直
に
実
情
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
了
解
を
得
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ご
承
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
本
宮
田
地
区
の
ポ
ン
プ
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
現
状
千
二
百
ミ
リ
が
一
台
、
千
ミ
リ
が
二
台
、
こ
の
ほ
か

に
一
応
応
急
的
な
も
の
と
い
た
し
ま
し
て
、
三
百
ミ
リ
水
中
モ
ー
タ
ー
ポ
ン
プ
を
つ
け
て
お
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
千
ミ
リ
ニ
台
の
う
ち

の
一
台
が
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
発
注
が
お
く
れ
ま
し
て
、
五
月
二
日
の
台
風
期
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
と
い
う
実
態
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
千
ミ
リ
の
発
注
に
い
た
し
ま
し
て
は
、
昨
年
の
九
月
台
風
以
降
、
そ
の
ポ
ン
プ
の
状
態
が
点
検
の
後
に
ど
こ
と
な
く
思
わ
し
く
な

い
と
い
う
よ
う
な
実
態
が
あ
り
ま
し
て
、
た
ま
た
ま
ま
だ
九
月
‘
十
月
と
申
し
上
げ
ま
す
と
台
風
時
期
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
簡
単
に
そ
れ

を
取
り
は
ず
し
て
直
す
と
い
う
時
期
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
十
一
月
以
降
に
な
り
ま
し
て
本
格
的
に
調
査
を
し
た
と
い
う
ふ
う
に
聞

い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
判
明
い
た
し
ま
し
た
の
は
、
千
ミ
リ
の
ポ
ン
プ
と
エ
ン
ジ
ン
と
を
直
結
す
る
シ
ャ
フ
ト
の
し
ん
が
ゆ
が
ん
で
お

る
と
、
こ
の
ま
ま
述
転
い
た
し
ま
す
と
過
熱
い
た
し
ま
し
て
、
ボ
ン
プ
全
体
が
こ
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
い
た
し
ま
す
と
、
今
度
は
、

台
風
の
時
期
に
完
全
に
万
歳
す
る
と
い
う
よ
う
な
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
な
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
て
て
契
約
を
し
た
と
い
う
の
が
実
態
で
ご
ざ

い
ま
し
て
、
た
ま
た
ま
そ
の
契
約
の
時
期
が
、
い
ま
か
ら
思
い
ま
す
と
非
常
に
お
そ
か
っ
た
と
、
残
念
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

実
態
は
、
三
月
の
十
三
日
に
契
約
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
名
古
屋
市
の
松
岡
産
業
株
式
会
社
で
ご
ざ
い
ま
す
。
金
額
六
十
六
万
五
千

実
態
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
三
月
の
中
ご
ろ
か
ら
工
場
に
お
き
ま
し
て
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
ペ
ー
ス
と
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ボ
ン
プ
の
基
礎

の
中
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
へ
埋
め
込
む
鉄
骨
を
作
成
し
て
お
っ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
工
事
が
、
工
場
の
中
で
三
月
一
ぱ
い

か
か
り
ま
し
て
、
現
地
へ
持
ち
込
み
ま
し
た
の
が
四
月
の
早
々
の
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
四
月
の
四
日
に
入
り
ま
し
て
エ
ン
ジ
ン
を
取
り

は
ず
し
、
さ
ら
に
基
礎
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
破
壊
い
た
し
ま
し
て
、
新
し
く
つ
く
り
ま
し
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
ペ
ー
ス
を
埋
め
込
ん
だ
よ
う
で

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

ご
承
知
の
よ
う
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
打
ち
ま
し
て
も
し
ば
ら
く
狸
生
期
間
が
ご
ざ
い
ま
す
。
最
低
十
四
日
、
通
常
で
は
二
十
日
か

ら
二
十
七
日
と
い
っ
て
お
り
ま
す
が
、
た
ま
た
ま
四
月
の
二
十
日
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
打
ち
終
わ
り
ま
し
て
、
直
後
、
五
月
の
二
日
に
今

円。
〇
謡
長
（
服
部
昌
弘
君
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
ち
終
わ
っ
て
一
応
原
型
に
復
し
ま
し
た
の
が
四
月
の
二
十
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
長
、
い
ま
の
三
輪
市
長
公
室
長
に
対
す
る
質
問
は
や
め
て
お
き
ま
す
。
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〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

そ
の
三
は
、
美
殴
部
部
長
が
課
長
の
と
き
に
発
見
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
暗
渠
の
入
口
の
国
道
の
下
に
｀
、
二
十
ニ
セ

ン
チ
の
電
話
線
の
ボ
ッ
ク
ス
が
入
っ
て
お
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
四
十
六
年
度
の
台
風
も
、
こ
の
ポ
ゾ
ク
ス
の
た
め
に
は
ん
ら
ん
を
起

こ
し
た
の
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
疑
い
を
持
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
電
話
線
は
昨
年
度
処
理
さ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

は
た
し
て
こ
の
中
に
ま
だ
ボ
ジ
ク
ス
が
残
っ
て
い
る
か
ど
う
か
‘
疑
問
に
思
っ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
は
た
し
て
こ
れ
が
残
っ
て

お
る
か
ど
う
か
、
お
調
べ
に
な
っ
た
か
。
そ
の
三
つ
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

下
水
道
部
長
。

〔
下
水
道
部
長
（
美
浪
部
博
美
君
）
登
坑
〕

0
下
水
道
部
長
（
美
猿
部
栂
美
君
）

と
、
こ
う
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ぉ
答
え
を
い
た
し
ま
す
。

す
か
ら
、

回
の
災
害
が
来
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
段
階
で
ま
こ
と
に
申
し
わ
け
な
く
、
こ
の
ポ
ン
プ
の
稼
動
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
だ
、
こ

の
た
め
に
、
全
体
の
ボ
ン
プ
場
の
能
力
は
約
二
五
彩
減
少
い
た
し
ま
し
た
。
い
る
い
る
と
そ
の
問
題
に
つ
い
て
各
位
の
方
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
申
し
わ
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
は
か
か
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
も
う
す
で
に
三
月
に
は
す
ぺ
て
終
わ
る
、
そ
し
て
体
制
を
賂
え
て
お
る
と
い
う
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

従
来
の
至
ら
ぬ
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
し
て
、
お
許
し
の
ほ
ど
と
ご
了
解
を
得
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
伊
店
信
＿
君

ど
ん
な
理
由
が
ご
ざ
い
ま
し
て
も
、
大
ぜ
い
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
紅
私
は
絶
対
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
な
お
ま
た
、
こ
う
い
う
子
ど
も
さ
ん
の
命
を
失
っ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
絶
対
に
許
せ
な
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の

問
題
に
つ
い
て
追
及
い
た
し
ま
し
て
も
、
時
間
の
関
係
上
際
限
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
二
度
と
こ
う
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
な
形
の
答

よ
い
こ
と
は
何
べ
ん
あ
っ
て
も
よ
ろ
し
い
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
台
風
で
た
び
た
び
浸
水
を
起
こ
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、

こ
れ
は
も
う
、

伊
藤
信
＿
君
゜

‘,J 

ー
ペ
ん
あ
っ
た
ら
二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
だ
け
の
検
討
と
、
そ
れ
か
ら
準
備
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思

特
に
、
こ
の
中
で
も
、
し
ろ
う
と
の
私
が
申
し
上
げ
る
の
で
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
束
紡
宮
田
工
場
の
前
の
暗
集
が
、

非
常
に
私
は
疑
問
に
思
っ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
疑
問
に
思
っ
て
お
る
点
を
三
つ
申
し
上
げ
て
、
お
答
え
を
い
た
だ
き
た
い
と

そ
の
―
つ
は
、
戦
前
ま
で
こ
の
水
路
は
、
東
洋
紡
積
の
富
田
工
場
の
ま
ん
中
を
ま
っ
す
ぐ
に
通
っ
て
お
っ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

戦
後
、
会
社
の
都
合
に
よ
り
ま
し
て
、
そ
れ
を
直
角
に
直
角
に
二
曲
が
り
し
て
水
路
を
変
え
ま
し
た
。
そ
の
水
路
を
変
え
た
こ
と
が
、
こ

の
水
の
流
れ
を
非
常
に
こ
う
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
こ
と
を
妨
げ
て
い
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、
ー
ー
つ
の
疑
問
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
二
つ
目
は
、
天
皇
陛
下
が
昭
和
二
十
六
年
で
し
た
か
四
日
市
へ
お
出
ま
し
に
な
り
ま
し
て
、
東
洋
紡
紐
富
田
工
場
を
た
ず
ね
ら
れ

た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
と
き
に
こ
の
水
路
を
埋
め
て
、
そ
し
て
暗
渠
に
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
ヘ
ド
ロ
の
た

め
に
水
深
が
非
常
に
浅
く
な
っ
、
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、
こ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
来
る
年
も
来
る
年
も
、

こ
の
暗
染
の
先
で
は
ん
ら
ん
を
起
こ
し
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
と
っ
さ
の
場
合
に
つ
く
っ
た
よ
う
な
こ
う
い
う
暗
染
で
ご
ざ
い
ま

一
応
こ
れ
を
開
染
に
す
る
な
り
、
あ
る
い
は
水
紐
に
応
じ
た
暗
渠
に
つ
く
り
か
え
る
よ
う
に
ひ
と
つ
ご
検
討
を
い
た
だ
き
た
い

思
い
ま
す
が
。

い
ま
す
。

弁
の
得
ら
れ
る
ま
で
、
こ
、
三
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

〔
伊
藤
信
一
君
登
坦
〕

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

ご
報
告
に
か
え
ま
す
。

ま
す
。
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〇
諮
長
（
服
部
昌
弘
君
）

す
。

こ
の
松
武
川
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
地
域
に
お
き
ま
す
非
常
に
重
要
な
役
目
を
果
た
し
た
水
路
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
ど
も
か
ね

て
か
ら
こ
の
水
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
る
い
る
と
検
討
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
ま
だ
わ
れ
わ
れ
の
努
力
が
足

ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
も
う
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
本
水
路
は
、
特
に
昭
和
二
十
六
年
度
に
開
渠
に
ふ
た
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
前
に
東
洋
紡
の
い
る
い
る
問
題
が
あ

り
ま
し
て
、
ご
指
摘
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
、
正
門
の
と
こ
る
か
ら
右
へ
約
百
十
メ
ー
ト
ル
、
こ
れ
が

ま
だ
馬
蹄
型
と
申
し
ま
す
か
、
れ
ん
が
積
み
の
ア
ー
チ
型
に
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
東
洋
紡
績
の
水
藉
が
そ
の
上
流
と
中
間
に

排
水
を
さ
れ
て
お
る
と
い
う
こ
と
も
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
さ
て
、
そ
の
断
面
の
中
で
、
上
流
と
そ
の
断
面
と
の
差
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
実
測
に
よ
り
ま
す
と
、
約
一
・
一
平
方
メ
ー
ト
ル
小
さ
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
水
の
流
れ

を
阻
害
い
た
し
ま
し
て
、
私
ど
も
の
概
算
に
よ
り
ま
す
と
、
少
な
く
と
も
毎
分
二
十
ト
ン
強
の
水
が
そ
こ
で
流
通
を
は
ば
ま
れ
て
お
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
判
断
を
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の
阻
害
訊
が
結
果
的
に
皆
さ
ん
方
へ
非
常
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
か
け
て
お
る
と

こ
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
台
風
期
に
も
入
っ
て
お
り
ま
す
し
、
何
と
か
そ
れ
に
か
わ
る
ぺ
く
問
題
と
し
て
解
決
を
す
る
方
法
は
な

そ
れ
と
、
こ
の
れ
ん
が
秘
み
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
さ
ら
に
工
事
の
問
題
と
か
、
い
る
い
る
な
い
わ
ゆ
る
交
通
制
限
、
工
事
上
の

問
題
と
い
う
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
エ
期
を
要
し
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
こ
れ
を
い
ま
直
ち
に
い
る
て
お
り
ま
す
と
、
九
月
の

台
風
期
に
は
問
に
合
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
か
え
っ
て
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
、
い
う
よ
う
な
判
断
も
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
と
り
あ
え
ず
こ
れ
に
か
わ
る
ぺ
き
何
か
矯
正
ポ
ン
プ
で
も
っ
て
直
接
述
河
の
ほ
う
へ
排
水
方
法
を
検
討
し
て
い
る
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
で
き
得
れ
ば
八
月
一
ぱ
い
に
は
こ
の
問
題
を
解
決
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
と
思

な
お
、
国
道
の
下
の
い
わ
ゆ
る
電
話
線
ま
た
は
ガ
ス
管
‘
水
道
等
の
他
の
事
業
の
ケ
ー
プ
ル
あ
る
い
は
管
が
埋
設
し
て
お
り
ま
す
こ
と

は
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
こ
と
に
残
念
な
が
ら
‘
昨
日
た
ま
た
ま
現
状
の
ほ
う
へ
ほ
か
の
問
題
で
調
査
に
入
り
ま
し
た
段
階
で
暗
渠
の

中
に
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
う
い
た
し
ま
す
と
、
t

ご
指
摘
の
、
い
わ
ゆ
る
電
話
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
で
に
ポ
ッ
ク
ス
と
も
に

破
壊
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
ガ
ス
管
が
ま
だ
床
板
の
上
か
ら
約
二
十
セ
ン
チ
の
段
階
で
暗
渠
を
横
断
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
ご
み

を
ひ
っ
か
け
、
あ
る
い
は
水
を
阻
害
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
さ
っ
そ
く
ガ
ス
会
社
と
交
渉
い
た

し
ま
し
て
、
そ
の
確
認
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
「
今
月
中
に
必
ず
完
全
撤
去
し
、
工
事
を
終
了
い
た
し
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
、
口
頭
確

認
を
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
な
お
、
さ
ら
に
一
段
に
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
促
進
を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、
確
認
を
し
て
、
さ
っ
そ

く
取
り
除
く
よ
う
に
処
理
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
わ
び
方
々
ご
了
承
の
こ
と
と
、
ご
報
告
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

0
伊
藤
信
一
君

伊
藤
信
一
君
゜

〔
伊
藤
信
一
君
登
坦
〕

一
問
一
答
の
形
に
な
り
ま
し
て
、
非
常
に
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
大
切
な
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
，
‘
だ
め

を
押
す
意
味
で
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
お
尋
ね
い
た
し
ま
し
た
こ
の
雹
話
ポ
ッ
ク
ス
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
や
は
り
私
が
想
像
し
て
お
っ
た
よ
う
に
、
完

全
に
処
理
が
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
さ
っ
そ
く
こ
れ
は
処
理
す
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
の
で
け
っ
こ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に

い
た
し
ま
し
て
も
、
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
と
申
し
ま
す
こ
と
は
、
ボ
ン
プ
場
の
ポ
ン
プ
の
能
力
が
劣
っ
て
い
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
疑
問
も
持
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
る
い
は
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
暗
渠
の
こ
と
も
疑
問
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
い
た

い
ま
す
。

い
か
と
い
う
こ
と
で
、
検
討
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

い
う
ふ
う
に
、
調
査
の
結
果
判
断
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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す
。

し
ま
し
て
も
、
こ
れ
を
処
理
す
る
の
に
は
相
当
の
月
日
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
さ
し
あ
た
り
八
月
以
後
に
起
こ
っ
て
く
る
で
あ
る
う
台
風

に
備
え
て
一
体
松
原
を
ど
う
し
て
く
れ
る
。
部
長
は
、
そ
の
中
で
何
と
か
考
え
た
い
と
、
こ
う
お
っ
し
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
も
う
少
し

こ
れ
は
、
私
の
地
区
か
ら
こ
の
は
ん
ら
ん
し
て
い
く
水
だ
け
で
も
、
国
道
の
そ
ば
か
ら
他
の
方
法
に
よ
っ
て
排
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
を
申
し
出
て
お
り
ま
す
が
、
た
だ
い
ま
の
部
長
の
答
弁
で
は
、
ま
だ
的
確
な
表
現
で
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、

て
は
、
地
区
か
ら
市
長
に
も
お
願
い
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
長
か
ら
、
今
後
こ
の
問
題
を
ど
う
す
る
か
、
今
後
と
い
う
よ
り
、
む

し
る
こ
の
来
た
る
べ
き
台
風
時
に
松
原
を
ど
う
し
て
く
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
ご
答
弁
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）
登
坑
〕

0
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）

非
常
に
応
急
的
な
措
附
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ボ
ン
プ
排
水
に
よ
っ
て
こ
れ
を
切
り
抜
け
た
い
と
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま

伊
藤
信
一
君
゜

〔
伊
藤
信
一
君
登
坦
〕

た
だ
い
ま
市
長
か
ら
、
仮
設
ボ
ン
プ
に
よ
っ
て
排
水
を
し
て
い
き
た
い
と
、
こ
う
い
う
答
弁
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、

次
に
‘
根
本
的
な
問
題
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
松
原
付
近
で
の
浸
水
の
あ
る
た
び
に
、
私
た
ち
は
、
朝
明
都
市
下
水

路
が
完
成
し
た
ら
ヽ
ニ
度
と
こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
と
説
明
し
な
が
ら
、
区
民
の
方
の
了
解
を
、
納
得
を
求
め
て
き
た
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
区
民
は
、
こ
の
朝
明
都
市
下
水
路
に
は
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
も
ま
た
、
宮
田
、

宮
洲
原
の
排
水
の
根
本
的
な
解
決
策
と
し
て
こ
の
計
画
を
立
て
ら
れ
た
も
の
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
機
会
あ
る
ご
と
に

こ
の
水
路
を
歩
い
て
、
工
事
の
進
捗
状
況
を
確
か
め
て
み
た
り
、
あ
る
い
は
は
た
し
て
こ
れ
で
区
民
の
籾
足
で
き
る
都
市
下
水
路
が
で
き

る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
が
ら
見
て
ま
い
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
な
る
ほ
ど
こ
の
下
水
路
は
、
確
か
に
大
き
い
効
果
を
あ
ら
わ
し

て
お
り
ま
す
。
天
力
須
賀
、
一
低
松
地
内
の
湿
田
、
非
常
に
よ
く
か
わ
い
て
お
り
ま
す
。
ど
ぽ
ど
ぽ
の
た
ん
ぽ
が
畑
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
箱
型
の
暗
第
の
中
へ
は
、
川
の
水
が
大
き
な
音
を
立
て
て
、
そ
し
て
流
れ
込
ん
で
お
り
ま
す
。
確
か
に
効
果
は
見
え
て
き
ま

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
期
待
し
て
い
た
松
原
、
宮
田
の
排
水
に
は
あ
ま
り

OO係
な
さ
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
工
事
が
一

応
松
寺
の
国
鉄
の
付
近
で
打
ち
切
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。
た
と
え
こ
れ
が
打
ち
切
ら
れ
な
く
と
も
r

、
松
原
の
排
水
路
，

は
、
こ
の
朝
明
都
市
下
水
路
へ
は
流
れ
る
口
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
四
十
八
年
度
を
含
め
て
、
八
低
の
巨

111
を
か
け
た
こ
の
水
路
が
、
こ
れ

で
よ
い
か
ど
う
か
、
ご
検
討
し
て
い
た
だ
き
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
も
し
こ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
松
寺
、
）
既
田
、
高
松
、
天
｝

力
須
賀
の
水
路
、
ー
こ
れ
は
、
別
の
こ
と
ば
で
申
し
上
げ
ま
す
と
、
朝
明
川
側
流
水
の
処
理
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま

～
昨
年
、
天
野
部
長
に
、
こ
の
水
路
へ
近
鉄
に
沿
っ
て
松
原
の
排
水
路
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
要
望
い
た
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
何
の
音

さ
た
も
な
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
し
昨
年
こ
の
排
水
路
が
で
き
て
お
れ
ば
ヽ
今
度
の
は
ん
ら
ん
に
つ
い
て
も
、
も
う
少
し
形
が
変

わ
っ
て
お
っ
た
か
と
も
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
し
ろ
う
と
の
私
が
申
し
上
げ
た
の
で
、
，
取
り
上
げ
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
か
も
わ
か

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
何
の
た
め
に
朝
明
都
市
下
水
路
を
つ
く
っ
た
か
、
も
う
一
ぺ
ん
計
画
さ
れ
た
初
心
に
戻
っ
て
、
考
え
を
直
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
ま
た
、
松
原
の
排
水
を
こ
の
朝
明
都
市
下
水
路
へ
流
す
の
は
ほ
ん
と
う
の
追
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
れ

し
た
。

よ
る
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
伊
店
信
一
君

〇
議
長
（
服
部
目
弘
君
）

す
。

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

〇
諮
長
（
服
部
昌
弘
君
）

市
長
。

的
確
に
こ
の
ご
返
答
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
応
こ
の
問
題
に
つ
い
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よ
る
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

0
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

下
水
道
部
長
。

〔
下
水
道
部
長
（
美
漿
部
岡
美
君
）
登
坦
〕

0
下
水
道
部
長
（
美
涙
部
切
美
君
）

朝
明
都
市
下
水
路
に
つ
き
ま
し
て
、
重
要
な
問
題
を
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
て
、
わ
れ
わ
れ
と
し

て
も
反
省
い
た
し
ま
す
。
何
事
も
初
心
に
返
る
。
非
常
に
韮
要
な
お
こ
と
ば
だ
と
思
い
ま
す
。
や
や
も
い
た
し
ま
す
と
、
た
だ
前
へ
進
む

だ
け
で
反
省
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
私
は
前
進
し
な
い
も
の
と
い
う
ふ
う
に
、
日
常
自
分
の
心
に
き
か
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
私
た

ち
も
あ
ら
た
め
て
も
う
一
度
初
心
に
返
っ
て
、
す
な
お
に
反
省
を
し
て
い
く
ぺ
き
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

た
だ
ご
質
問
の
中
で
、
ど
こ
か
で
打
ち
切
る
と
い
う
よ
う
に
ご
判
断
を
さ
れ
て
お
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
の
考
え
て
お
る
限
り

そ
う
い
う
こ
と
は
毛
頭
あ
り
得
な
い
。
あ
く
ま
で
も
初
志
貫
徹
と
い
う
こ
と
か
ら
い
き
ま
し
て
も
、
こ
の
都
市
下
水
路
は
、
初
期
に
計
画

い
た
し
ま
し
た
宮
田
、
宮
洲
原
、
天
力
須
賀
と
い
う
も
の
を
救
う
た
め
の
水
路
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
途
中
で
打
ち
切
る
と
い
う
こ
と
は
、

た
だ
工
事
四
が
非
常
に
膨
大
な
も
の
に
な
り
ま
し
て
、
当
初
か
ら
い
き
ま
す
と
、
す
で
に
当
初
の
予
定
を
も
う
ほ
と
ん
ど
消
化
し
て
い

く
と
い
う
状
態
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
別
の
問
屈
と
い
た
し
ま
し
て
、
本
年
度
、

ま
す
と
、
近
鉄
窮
洲
原
駅
の
右
に
川
越
町
の
お
釈
迦
堂
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
越
え
る
と
茶
ノ
水
川
と
こ
れ
は
通
称
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
こ
の
段
階
ま
で
一
応
補
助
金
に
よ
っ
て
工
事
が
竣
工
す
る
も
の
と
見
て
お
り
ま
す
が
、
た
だ
こ
こ
ま
で
到
逹
い
た
し
ま
し
た
の
で
は

非
常
に
心
も
と
な
い
、
先
々
非
常
に
ま
だ
陪
い
よ
う
に
も
思
い
ま
す
の
で
、
宮
洲
原
の
近
鉄
の
駅
の
衷
を
さ
ら
に
南
へ
進
み
ま
す
と
、
暁

小
学
校
か
ら
流
れ
て
ま
い
り
ま
す
水
路
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
こ
ま
で
は
何
と
か
財
源
的
な
処
四
を
ひ
と
つ
ご
検
討
い
た
だ
い
て
で
も
行

な
う
ぺ
き
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
も
う
一
点
と
い
た
し
ま
し
て
、
や
は
り
こ
の
水
路
と
問
わ
ず
何
事
も
、
私
の
考
え
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
が
使

い
ま
す
事
業
も
他
の
事
業
も
同
じ
よ
う
に
、
た
だ
そ
れ
さ
え
や
れ
ば
事
業
の
効
果
は
出
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
が
い
ま
行
な
っ
て
お
り
ま
す
朝
明
都
市
下
水
路
は
、
確
か
に
重
要
な
幹
線
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
幹
線
に
よ
っ
て
直
接
受
益
を

受
け
る
方
も
多
分
に
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
水
路
の
周
辺
の
方
々
で
、
す
で
に
、
特
に
天
力
須
賀
地
域
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
大
な
効
果

が
出
て
き
た
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
指
摘
の
上
流
に
つ
き
ま
し
て
は
、
は
た
し
て
そ
の
幹
線
水
路
が
完
了
い
た
し
ま
し
て
も

い
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
私
は
「
ノ
ー
」
と
答
え
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
こ
れ
に
伴
い
ま
す
支
線
、
派
線

と
い
う
も
の
の
賂
備
が
あ
っ
て
こ
そ
‘
効
果
が
十
分
に
発
抑
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
都
市
下
水
路
と
申
し
ま
す
の
は
、

ボ
ン
プ
と
そ
れ
に
切
水
す
る
幹
線
と
、
幹
線
に
入
る
支
線
と
、
こ
れ
が
す
ぺ
て
パ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
こ
そ
効
果
が
出
る
と
判
断
を
し
て
お

り
ま
す
。
そ
う
い
う
観
点
か
ら
お
き
ま
し
、
て
も
、
幹
線
に
並
行
し
て
即
座
に
行
な
う
ぺ
き
も
の
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

特
に
近
鉄
か
ら
西
、
先
ほ
ど
出
て
お
り
ま
し
た
松
武
川
の
関
係
、
平
町
、
松
原
、
こ
う
い
う
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
鉄
の
西
の
水
を

何
と
か
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
い
た
し
ま
せ
ん
と
、
な
か
な
か
効
果
が
出
て
こ
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
＇

こ
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
、
本
年
度
‘
て
き
る
限
り
前
へ
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
用
地
の
問
題
等
を
合

わ
せ
ま
し
て
、
ご
協
力
の
ほ
ど
を
お
願
い
し
、
今
後
と
も
よ
る
し
く
ご
指
芍
と
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊
店
信
一
君
゜

〔
伊
藤
信
一
君
登
椴
〕

0
伊
店
信
＿
君

以
上
で
質
問
は
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
け
れ
ど
む
、
先
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
た
台
風
時
に
備
え
て
の
仮
設

ボ
ン
プ
の
設
四
‘
そ
れ
か
ら
松
原
の
排
水
を
朝
明
都
市
下
水
路
へ
流
す
そ
の
計
画
、
十
分
練
っ
て
い
た
だ
い
て
、
早
急
に
ご
処
骰
を
お
願

万
が
一
に
も
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

に
対
す
る
計
画
を
ヽ

一
応
美
毅
部
部
長
か
ら
承
っ
て
お
き
ま
す
。

一
応
国
の
内
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
結
果
か
ら
い
き
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た
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
つ
い
で
で
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
宮
洲
原
の
ボ
ン
プ
場
に
つ
き
ま
し
て
も
、

, I 

一
体
ど
う
い
う
責
任
を
と
っ
て

ー
ぱ
い
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ヘ
ド
ロ
を
水
門
が
く
わ
え
て
、
と
き
ど
き
海
水
が
逆
流
い
た
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
か
っ
て
富
田
ボ

一
般
の
商
店
の
商
品
を
ぬ
ら
し
た
り
し
て
困
っ
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

ン
プ
場
で
、
や
は
り
そ
う
い
う
こ
と
で
水
が
逆
流
い
た
し
ま
し
て
、

し
た
の
で
、
こ
の
冬
の
渇
水
時
に
は
そ
の
水
門
の
修
理
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
と
、
な
お
ま
た
、
そ
こ
の
遊
水
池
は
イ
ナ
池
と
申
し

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
イ
ナ
池
は
伊
勢
湾
台
風
で
こ
わ
れ
た
堤
防
の
下
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
土
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
遊
水
池
で
あ
り
な
が
ら
遊
水
池
で
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
は
相
当
の
費
用
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

終
わ
り
ま
す
。

一
応
こ
こ
の

土
を
さ
ら
え
て
、
そ
し
て
遊
水
池
と
し
て
の
役
目
を
果
た
さ
し
て
い
く
こ
と
が
―
つ
の
大
き
な
今
後
の
問
題
で
あ
る
う
と
思
い
ま
す
の
で

0
小
井
道
夫
君
五
月
に
早
々
と
二
日
と
八
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て
全
市
的
に
大
き
な
変
雨
に
よ
る
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
水
害
の

F

し
結
果
、
四
日
市
に
お
け
る
治
水
施
設
と
い
い
ま
す
か
、
排
下
水
施
設
と
い
い
ま
す
か
、
そ
れ
が
き
わ
め
て
不
備
な
状
態
に
あ
る
と
い
う
こ

と
、
そ
し
て
市
当
局
の
治
水
対
策
が
た
い
へ
ん
立
ち
お
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
重
ね
て
証
明
す
る
と
と
も
に
、
告
発
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
で
も
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
常
時
浸
水
地
域
が
か
な
り
の
部
分
を
占
め
て
お
り
ま
す
9

羽
津
に
お
き
ま
し
て
も
、
県
道
四
日
市
貝
弁
線
、

そ
れ
か
ら
そ
の
前
後
に
わ
た
り
ま
し
て
、
た
い
ぺ
ん
な
水
が
出
ま
し
た
。
こ
こ
は
も
と
も
と
常
時
浸
水
地
と
し
て
そ
の
改
普
を
独
く
こ
れ

ま
で
も
お
顧
い
を
し
て
き
た
と
こ
る
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
十
分
な
対
策
が
打
た
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
昨
年
、

一
部
羽
律
一
号
幹
線

水
路
の
パ
イ
パ
ス
が
賂
備
を
さ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
下
に
至
る
水
路
の
問
題
に
つ
い
て
、
四
十
八
年
鹿
に
、
浸
水
時
期
ま
で
に
、

雨
期
ま
で
に
処
理
を
す
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
住
民
に
対
す
る
約
束
を
経
て
、
四
十
八
年
度
予
窮
を
組
ま
れ
た
か
に
聞
い
て
お
る
わ
け
で

す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
い
ま
だ
に
具
体
化
を
し
て
い
な
い
と
い
う
ス
ロ
ー
モ
ー
ぷ
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
名
四
沿
い
の
囮
ケ
油
ボ
ン

プ
場
に
至
る
水
路
の
改
修
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
も
、
強
い
要
望
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
何
ら
の
具
体
性
を
持
っ
た
も
の
に
な
っ
て
き
て

ぉ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
状
態
で
は
、
こ
の
先
が
た
い
へ
ん
思
い
や
ら
れ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
い
ま
伊
藤
信
．
一
議
貝
も

松
原
は
ど
う
す
る
と
い
う
ふ
う
な
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
こ
の
羽
津
の
地
区
の
水
問
題
に
つ
い
て
、

い
た
だ
く
の
か
、
こ
の
点
を
ひ
と
つ
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

あ
の
雨
の
さ
な
か
に
、
水
杏
の
状
況
を
助
役
に
見
に
き
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
を
し
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
会
議
中
で
出
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
常
時
浸
水
し
て
困
っ
て
き
て
い
る
市
民
、
そ
の
市
民
が
、
ま
の
あ
た
り
に
こ
の
市
の
ト
ッ
プ
の
方

に
見
て
も
ら
っ
て
、
四
任
を
も
っ
て
対
処
し
て
も
ら
う
と
、
こ
う
い
う
こ
と
を
願
っ
て
要
望
し
た
こ
と
が
、
会
議
が
あ
っ
て
出
ら
れ
な
い

と
い
う
形
で
、
治
水
問
題
に
対
す
る
姿
勢
が
た
い
へ
ん
な
っ
て
な
い
の
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
点
を
感
じ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民

を
は
じ
め
と
し
て
、
｀
少
な
く
と
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
今
後
こ
う
い
う
問
題
が
出
た
と
き
に
は
、
つ
ぷ
さ
に
や
っ

ぱ
り
検
討
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
す
で
に
幾
つ
か
の
被
害
、
こ
れ
を
検
討
さ
れ
ま
し
て
、
責
任
も
っ
て
解
決
を
し
て
い
た
だ
き

私
た
ち
は
、
再
三
に
わ
た
っ
て
こ
の
治
水
問
題
が
四
日
市
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
た
と
え
ば
四
十

八
年
度
予
箕
で
も
、
少
な
く
と
も
常
時
浸
水
地
の
解
消
の
特
別
措
四
を
と
る
よ
う
に
と
い
う
要
望
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
し
、
前
市
長
の

と
き
に
は
、
少
な
く
と
も
常
時
浸
水
地
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
四
十
八
年
度
に
実
現
す
る
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
を
約
束
さ
れ
た
の
で
す
。

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

〔
小
井
追
夫
君
登
培
〕 小
井
道
夫
君
゜

ひ
と
つ
よ
く
ご
検
討
を
お
願
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

'、

―
つ
は
、
水
門
の
は
た
に
ヘ
ド
ロ
が

-28- -22-



し
か
し
、
四
十
八
年
度
予
算
の
審
議
の
過
程
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
よ
う
に
、
四
十
八
年
度
に
は
何
ら
措
置
が
と
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

全
体
の
治
水
事
業
の
予
窮
も
、
き
わ
め
て
不
十
分
な
も
の
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
こ
と
し
、
こ
の
あ
と
ど
ん
ど
ん
何
度

と
な
く
水
古
に
見
舞
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
を
持
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
こ
の
報
告
の
最
後
に
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
災
害
復
旧
の
予
算
は
後
日
は
か
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
単
に
復
旧
と
い
う
形
で
な
く
て
、
全
市
を
総
点
検
し
て
い
た
だ
い
て
、
少
な
く
と
も
四
十
八
年
度
中
に
常
時
浸
水
地
域
の
解

消
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
点
の
責
任
あ
る
予
窮
措
mい
を
提
案
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
と
思
う
わ
け
で
す
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
‘

お
考
え
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
五
月
の
十
日
に
、
新
聞
や
テ
レ
ピ
で
、
塩
浜
の
あ
の
ク
リ
ー
ク
の
問
題
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
不
当
な
も
の
で

し
て
、
大
企
業
に
い
ま
ま
で
な
れ
合
っ
て
き
た
こ
の
四
日
市
市
政
の
姿
を
、
端
的
に
証
明
し
て
お
る
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
ク
リ
ー
ク
は
、
背
後
地
の
塩
浜
が
排
水
問
題
を
大
き
く
依
存
し
て
お
る
と
こ
る
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
度
の
水
害
で
も
、
三
百
六
十

八
戸
、
床
下
没
水
と
い
う
被
害
を
出
し
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
水
路
が
十
分
整
備
さ
れ
て
、
必
要
な
ボ
ン
プ
の
能
力
を
持
っ

て
い
た
な
ら
ば
、
今
度
の
水
害
に
お
い
て
も
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
に
も
何
度
も
こ
の
議
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
塩
浜
の

あ
の
背
後
地
の
水
問
題
と
い
う
の
は
、
起
こ
る
は
ず
が
な
か
っ
た
、
起
こ
り
得
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
と
思
う
の
で
ご
ざ
い

と
こ
る
が
、
こ
の
水
路
に
つ
い
て
十
分
な
賂
備
は
し
な
い
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
水
路
が
ま
る
で
三
菱
油
化
、
三
淡
化
成
、
そ
し
て
そ
の
ほ

か
の
関
係
周
囲
の
企
業
の
専
用
物
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
お
る
。
こ
れ
は
国
の
財
産
で
、
市
が
契
約
に
よ
っ
て
管
理
委
託
を
受
け
て
お
る
と

こ
る
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ま
る
で
何
ら
の
負
担
金
も
取
ら
な
い
、
何
ら
の
手
数
料
も
取
ら
な
い
、
使
用
料
も
取
ら
な
い
。
五
十
万

ト
ン
以
上
に
の
ぽ
る
、
三
菱
油
化
と
三
菱
化
成
だ
け
で
も
五
十
万
ト
ン
、
そ
れ
以
上
に
の
ぼ
る
工
場
排
水
の
放
流
を
放
任
し
て
き
て
い
る

と
。
し
か
も
あ
の
設
岸
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
至
る
と
こ
る
で
こ
わ
れ
て
い
ま
す
。
肝
心
の
最
後
の
ボ
ン
プ
場
の
置
い
て
あ
る
と
こ
る
の
樋

門
も
、
上
下
の
門
は
機
能
し
て
ま
す
け
れ
ど
も
↓
開
く
水
門
は
機
能
し
て
い
な
い
、
こ
わ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
で
ご
ざ

、
い
ま
す
。
お
ま
け
に
、
あ
の
ボ
ン
プ
場
が
冬
に
暖
房
を
使
う
と
、
そ
の
ス
チ
ー
ム
を
送
っ
て
も
ら
う
ス
チ
ー
ム
代
ま
で
会
社
に
払
っ
て
お

る
と
、
こ
ん
な
状
態
で
ご
ざ
い
ま
す
。
四
十
七
年
度
、
塩
浜
中
央
、
塩
浜
両
ボ
ン
プ
場
の
職
貝
人
件
代
だ
け
で
六
百
九
十
万
近
く
、
そ
の

ほ
か
の
維
持
管
理
代
を
含
め
ま
す
と
一
千
万
ぐ
ら
い
は
あ
る
だ
る
う
と
い
う
ふ
う
に
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
費
用
を
放

四
し
て
そ
の
ま
ま
来
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
、
十
二
年
間
。
し
か
も
あ
の
ボ
ン
プ
場
の
建
設
、
三
十
五
年
度
の
建
設
に
お
き
ま
し
て
も
、

半
額
は
市
代
が
負
担
し
て
い
る
。
塩
浜
ボ
ン
プ
場
の
整
備
に
つ
い
て
も
市
費
が
負
担
し
て
お
る
。
公
宮
判
決
で
企
業
と
の
関
係
が
さ
ば
か

れ
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
も
何
ら
こ
の
点
に
つ
い
て
メ
ス
を
入
れ
て
い
な
い
。
改
修
計
画
に
つ
い
て
も
話
は
あ
る
や
に
聞
き
ま
す
け

れ
ど
も
、
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
。
こ
う
い
う
状
態
は
、

一
体
ど
う
い
う
と
こ
る
か
ら
、
ど
う
い
う
姿
勢
か
ら
出
て
く
る
の
か
。
片
や
市

民
は
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
毎
度
毎
度
水
害
で
困
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
企
業
が
、
大
屈
の
こ
の
エ
楊
排
水
を
処
理
す
る

た
め
に
、
み
ず
か
ら
の
施
設
を
つ
く
っ
て
維
持
管
理
す
る
の
は
も
ち
る
ん
の
こ
と
、
現
在
の
水
路
そ
の
も
の
は
、
あ
の
塩
浜
水
路
そ
の
も

の
は
、
企
業
が
か
り
に
使
わ
な
い
と
い
う
場
合
で
も
、
海
軍
燃
料
廠
の
建
設
に
伴
っ
て
背
後
地
の
あ
の
排
水
を
考
慇
し
て
つ
く
ら
れ
た
も

9

の
で
あ
る
以
上
、
そ
し
て
そ
の
海
軍
燃
料
厳
の
払
い
下
げ
を
受
け
て
、
現
在
現
に
企
業
活
動
を
し
て
い
る
会
社
が
あ
る
以
上
、
そ
の
会
社

が
、
そ
の
企
業
が
、
そ
の
水
路
の
問
題
に
つ
い
て
も
‘
改
修
そ
の
他
十
分
な
排
水
機
能
を
持
ち
得
る
た
め
の
必
要
な
負
担
を
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
だ
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
．
こ
う
い
う
点
を
即
座
に
姿
勢
を
正
す
と
と
も
に
、
企
業
の
側
に
必
要
な
資

金
の
負
担
を
さ
せ
る
と
と
も
に
、
塩
浜
背
後
地
の
浸
水
問
題
が
絶
対
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
な
り
っ
ぱ
な
改
修
、
計
画
、
事
業
を
直
ち
に
始

め
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
役
用
は
全
部
企
業
に
負
担
さ
せ
る
ぺ
き
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ま
で
の
十
二
年
間
に
わ
た
る
負
担
に
つ
い
て

も
、
負
担
金
を
さ
か
の
ぽ
っ
て
徴
収
す
ぺ
き
で
あ
る
。
今
後
に
お
い
て
も
、
そ
の
一
定
の
手
数
料
と
い
い
ま
す
か
、
維
持
管
理
に
必
要
な

ま
す
。
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0
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

〔
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）
登
坦
〕

〇
諮
長
（
服
部
昌
弘
君
）

市
長
。

ざ
い
ま
す
。 〔

小
井
迫
夫
君
登
坦
〕

0
小
井
迫
夫
君

小
井
道
夫
君
゜

ま
す
。

手
数
料
等
は
取
る
ぺ
き
で
あ
る
、
こ
う
い
う
お
考
え
は
な
い
か
ど
う
か
。
私
ど
も
は
、
十
四
日
の
日
に
こ
の
点
も
市
長
に
申
し
入
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ま
だ
ご
返
答
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
お
答
え
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）
．

一
ぺ
ん
資
料
を
明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ
い
と
い
っ
て

常
時
浸
水
地
の
解
消
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
力
を
あ
げ
て
予
算
を
注
入
し
て
、
こ
れ
を
で
き
得
ぺ
き
は
な
く

中
央
ク
リ
ー
ク
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
は
長
い
間
の
い
る
い
る
い
き
さ
つ
も
あ
っ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
は
、

四
月
早
々
、
こ
の
点
を
改
普
し
よ
う
と
会
社
に
強
く
申
し
入
れ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
交
渉
も
目
下
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
維
持
費
と

か
あ
る
い
は
管
理
代
と
、
こ
う
い
っ
た
而
に
つ
き
ま
し
て
、
お
そ
ら
く
ご
納
得
の
い
く
解
決
を
得
ら
れ
る
も
の
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

長
い
い
る
い
ろ
な
い
き
さ
つ
が
あ
り
ま
し
て
、
い
ろ
い
る
問
題
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
私
は
も
う
こ
れ
は
早
急
に
改
む
べ
き

も
の
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
従
来
の
姿
勢
と
は
大
い
に
異
な
っ
て
お
る
こ
と
だ
け
を
、
は
っ
き
り
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
と
思
い

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

少
な
く
と
も
常
時
没
水
地
域
の
解
消
の
問
題
に
つ
い
て
、
い
ま
少
し
具
体
的
に
お
考
え
を
伺
い
た
い
と
思
う
わ
け
で
ご

四
日
市
全
体
の
治
水
対
策
を
巡
め
て
い
く
と
い
う
た
め
に
は
、
数
百
硲
か
ら
の
査
金
が
必
要
だ
と
い
わ
れ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
常
時
没
水
地
域
の
解
消
に
つ
き
ま
し
て
も
、
相
当
な
予
箕
が
必
要
だ
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
が
小
さ
い
要
望
を
い

る
い
る
持
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
も
、
こ
と
し
の
予
算
は
八
千
万
し
か
な
い
と
、
八
千
万
し
か
な
い
と
、
予
算
が
な
い
ん
で
す
、
な
い
ん
で

す
と
か
言
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
押
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
間
き
届
け
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
常
時
没
水
地
域
を
ほ
ん
と
う
に
解
消
す
る
た
め

に
も
、
相
当
な
予
窮
が
要
る
。
私
は
三
月
議
会
に
お
き
ま
し
て
、

一
体
―
―
-
＋
ミ
リ
の
降
雨
批
の
と
き
、
五
十
ミ
リ
の
降
雨
紐
の
と
き
、
八

十
ミ
リ
の
降
雨
屈
の
と
き
に
は
、
ど
こ
と
ど
こ
が
ど
う
い
う
危
険
を
及
ぽ
す
の
か
と
、
そ
れ
を
少
な
く
と
も
手
当
て
す
る
の
に
は
ど
れ
＜

ら
い
の
お
金
が
要
る
の
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
い
う
計
画
を
持
っ
て
い
る
の
か
、

も
、
い
ま
だ
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
点
を
一
ぺ
ん
含
め
ま
し
て
、
市
長
が
い
ま
お
っ
し
や
っ
た
こ
と
は
ど
う
い
う

具
体
性
を
持
つ
も
の
な
の
か
、
そ
の
辺
を
い
ま
少
し
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ク
問
題
に
つ
き
ま
し
て
も
、
少
な
く
と
も
塩
浜
の
こ
の
背
後
地
の
水
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
ま
し
て
、
あ
の
水

路
、
全
面
的
に
‘
根
本
的
に
解
消
す
る
と
、
そ
し
て
ボ
ン
プ
の
能
力
も
十
分
必
要
な
能
力
を
備
え
る
。
そ
の
た
め
の
事
業
を
直
ち
に
沼
エ

す
る
の
か
ど
う
か
、
そ
し
て
そ
の
負
担
は
ど
う
す
る
お
考
え
な
の
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）

常
時
浸
水
地
の
解
消
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ど
ち
ら
か
と
申
し
ま
す
と
、
袖
充
科
目
的
な
性
質
を
持
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
五
月
早
々
殷
わ
れ
ま
し
た
浸
水
騒
ぎ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
具
体
的
な
措
四
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
分
打
ち
合
わ
せ
も
い
た

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
具
体
的
な
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
下
水
道
部
長
か
ら
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
中
央
ク
リ
ー
ク
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
も
、
検
討
を
重
ね
て
お
り
ま
す
の
で
、
同
様
下
水
道
部
長
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
。

下
水
道
部
長
。

〔
下
水
道
部
長
（
美
瞑
部
防
美
君
）
登
坦
〕

す
る
よ
う
に
つ
と
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

〔
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）
登
坦
〕

0
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）

市
長
。
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願
い
し
た
い
。

0
下
水
追
部
長
（
美
漿
部
博
美
君
）

ご
質
問
の
中
の
ま
ず
第
一
点
、
常
製
冠
水
地
柑
と
申
し
ま
す
か
、
雨
が
降
る
た
び
に
非
常
に
被
轡

が
大
き
い
と
い
う
区
域
、
こ
れ
は
、
そ
の
都
度
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
雨
姑
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
正
直
な
と
こ
る
、
三
十

ミ
リ
、
何
十
ミ
リ
と
い
う
こ
と
で
の
限
界
と
い
う
こ
と
は
、
実
質
問
題
と
し
て
具
体
的
に
調
査
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
結
論
的
に
そ
う
い
う
地
区
を
な
く
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
私
は
先
決
だ
る
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
雨
屈
に
い
た
し
ま
し
て
は
、
合
計
で
百
七
ミ
リ
で
ご
ざ
い
ま
す
か
、
百
七
•
五
ミ
リ
と
記
俯
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
こ
れ
は

全
国
的
に
都
市
下
水
路
と
い
う
も
の
は
他
の
事
業
と
は
お
く
れ
て
お
り
ま
す
。
単
に
私
は
四
日
市
だ
け
と
限
定
は
す
べ
き
も
の
で
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
決
し
て
そ
れ
だ
か
ら
い
い
と
申
し
上
げ
る
わ
け
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
追
い
つ
け
追
い
越
せ
と
い
う
こ
と
ば
が
ご
ざ

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
追
い
つ
け
追
い
つ
け
と
い
う
時
代
で
は
な
い
か
ど
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
事
業
と
い
い
ま
す
の
は
い
る
い
る
ご
ざ
い
ま
す
。
私
の
立
場
か
ら
申
し
上
げ
る
と
、
大
幅
な
予
鉗
を
も
っ
て
大
幅
に

仕
事
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
が
主
務
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
世
の
中
と
い
う
も
の
は
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
も

十
分
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
た
だ
問
題
と
い
た
し
ま
し
て
、
無
策
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
状
考

え
て
お
り
ま
す
の
は
、
予
窮
の
こ
と
は
さ
て
お
き
ま
し
て
、
従
来
か
ら
私
ど
も
が
行
な
っ
て
お
っ
た
や
り
方
と
い
う
の
は
、
本
部
に
職
員

が
お
り
ま
し
て
、
そ
の
都
庶
お
屯
話
を
い
た
だ
い
て
は
現
場
に
は
せ
つ
け
て
、
•
そ
れ
か
ら
ボ
ン
プ
の
用
意
を
し
た
り
、
い
ろ
い
る
な
こ
と

を
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
非
常
に
手
抜
か
り
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
今
般
班
届
成
を
い
た
し
て
い
ま
す
。
下
水
道
の
中

で
班
を
桐
成
い
た
し
ま
し
て
、
し
か
る
ぺ
き
人
数
を
、
具
体
的
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
塩
浜
地
域
、
富
田
、
宮
洲
原
地
域
と
い
う
と
こ
る

ヘ
台
風
の
と
き
に
駐
在
さ
せ
ま
す
。
そ
こ
で
直
接
皆
さ
ん
方
の
ご
要
望
を
聞
き
現
地
を
把
握
し
て
、
そ
の
場
で
手
を
打
て
る
よ
う
に
．
し
て

い
き
た
い
。
そ
し
て
、
な
お
具
体
的
な
方
策
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
た
と
え
ば
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ン
プ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
雨
の
日
に
な
っ
て
か
ら
関
係
業
者
の
方
へ
屯
話
で
お
願
い
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
も
う
雨
が
や
み
ま
す
。
し

た
が
い
ま
し
て
、
そ
う
い
う
時
期
に
は
、
前
々
か
ら
、
特
定
の
業
者
に
な
っ
て
も
や
む
を
得
な
い
と
い
う
感
箕
で
お
胚
い
し
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
地
域
に
つ
き
ま
し
て
は
あ
な
た
に
お
願
い
し
た
い
と
、
こ
の
地
域
に
つ
き
ま
し
て
は
あ
な
た
に
お
願
い
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
予
約
制
を
と
り
ま
し
て
、
そ
う
い
う
時
期
が
来
ま
し
た
ら
、
私
の
ほ
う
で
前
も
っ
て
発
動
い
た
し
ま
す
と
、
そ
の
方
が
そ
こ

へ
来
て
や
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
感
鈷
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
時
期
的
な
も
の
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
い
た
だ
い
て
お
る

予
箕
の
中
で
効
力
を
あ
げ
る
ぺ
く
、
水
路
の
し
ゅ
ん
せ
つ
と
い
う
も
の
も
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
な
お
こ
の
際
に
、
皆
さ
ん
方
に
ご
了
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
あ
え
て
諮
場
を
か
り
て
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
は
、
従
来
か
ら
、
私
ど
も
も
皆
さ
ん
方
も
、
あ
る
い
は
市
民
の
方
々
も
、
台
風
に
な
り
ま
す
と
裸
に
な
っ
て
働
い

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
、
工
事
だ
け
で
は
冠
水
は
解
消
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。
や
は
り
そ
の
ほ
か
に
い
る
い
る
と
ご
ざ
い
ま
す
。
具
体
的
に
い
き
ま
す
と
、
ご
み
投
菜
の
問
題
、
•
こ
れ
か
ら
に
お
き
ま
す
と
股
業

樋
門
の
管
理
の
問
題
、
こ
う
い
う
問
題
を
推
定
い
た
し
ま
す
と
‘
]
相
当
に
ウ
ェ
ー
ト
が
大
き
い
よ
う
に
私
は
判
断
し
て
お
り
ま
す
。
し
た

が
い
ま
し
て
、
被
雹
と
い
う
も
の
は
工
事
を
や
れ
ば
と
ま
る
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
前
提
で
お
考
え
に
な
り
ま
す
と
、
い
つ
ま
で
も
解
消
し

な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
な
節
も
見
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
点
に
つ
き
ま
し
て
、
各
位
の
ご
理
解
と
、
市
民
各
位
の
ご
協
力
を
お

こ
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
で
に
昨
日
、
助
役
を
中
心
に
い
た
し
ま
し
て
い
る
い
る
と
協
議
し
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、

私
た
ち
の
や
る
こ
と
は
大
い
に
や
る
ぺ
き
だ
と
、
そ
の
反
而
、
ま
た
い
る
い
る
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
点
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ

わ
せ
て
僣
越
で
ご
ざ
い
ま
す
が
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
答
弁
に
か
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
塩
浜
の
中
央
ク
リ
ー
ク
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
原
則
的
に
は
先
ほ
ど
市
長
が
答
弁
な
さ
っ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
具
体
的
な
問
題
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和
四
十
五
年
の
十
二
月
に
、
閣
諮
決
定
に
よ
り
ま
し
て
、
公
害

ー
つ
の
例
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
ボ
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〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
会
期
は
一
日
間
と
決
定
い
た
し
ま
す
。

防
止
対
策
事
業
と
し
て
採
択
を
さ
れ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
か
ら
具
体
的
に
予
算
が
つ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
目
下
、

実
質
的
な
も
の
と
し
て
具
体
的
に
検
討
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
年
度
を
初
め
と
い
た
し
ま
し
て
工
事
が
行
な
わ
れ
る
も
の
と
い
た

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
も
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

い
ま
の
市
長
あ
る
い
は
部
長
の
ご
説
明
で
納
得
で
き
ま
せ
ん
。
既
決
の
予
箕
の
中
で
と
か
、
い
た
だ
い
た
予
算
の
中
で

と
か
と
い
う
こ
と
を
部
長
か
ら
お
聞
き
し
よ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
い
ま
四
十
八
年
度
予
算
に
措
四
さ
れ
て
る
限
り
に
お
い

て
は
、
常
時
没
水
地
域
の
解
消
と
い
う
点
は
お
ぽ
つ
か
な
い
と
。
そ
れ
を
、
四
十
八
年
度
、
こ
れ
か
ら
の
追
加
予
箕
の
中
で
ど
う
い
う
ふ

う
に
考
え
て
計
上
し
て
お
み
え
に
な
る
か
、
そ
の
辺
を
も
う
少
し
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
れ
か
ら
、
塩
浜
ク
リ
ー
ク
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
も
、
公
害
防
止
事
業
と
し
て
や
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と

も
こ
れ
は
、
四
日
市
市
が
企
業
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
全
面
的
な
経
代
負
担
を
関
述
企
業
に
さ
せ
る
ぺ
き
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
点
、
市
長
か
ら
の
ご
答
弁
は
な
か
っ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
う
一
度
お
尋
ね
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）
登
坦
〕

0
市
長
（
岩
野
見
宵
君
）

浸
水
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
補
充
科
目
的
な
考
え
方
で
今
後
追
加
し
て
い
き
た
い
と
、
こ
の
よ
う
に
考
え

ま
た
、
中
央
ク
リ
ー
ク
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
大
部
分
の
使
用
が
会
社
、
工
場
に
な
っ
て
お
る
こ
と
も
確
か
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

こ
の
点
を
十
分
考
え
て
、
会
社
に
痣
沼
し
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、
解
決
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
他
に
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
市
長
の
報
告
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

会
議
録
署
名
諮
貝
は
、
会
議
規
則
第
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
長
に
お
い
て
、
志
積
政
一
君
及
び
橋
本
増
蔵
君
を
指
名
い
た
し
ま

日
程
第
二

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
今
期
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
問
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
諮
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

午
後
二
時
十
分
分
休
憩

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

次
に
、
日
程
第
二
、
会
期
の
決
定
に
つ
い
て
を
諮
題
と
い
た
し
ま
す
。

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

す。 〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

日
程
第
一
‘
会
議
録
署
名
議
貝
の
指
名
を
行
な
い
ま
す
。

日
程
第
一
会
議
録
署
名
議
目
の
指
名
に
つ
い
て

〇
諮
長
（
服
部
昌
弘
君
）

こ
れ
よ
り
会
議
に
入
り
ま
す
。

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

ま
す
。

〇
諮
長
（
服
部
昌
弘
君
）

市
長
。

0
小
井
道
夫
君

〔
小
井
道
夫
君
登
坦
〕 小
井
道
夫
君
゜
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と
に
決
し
ま
し
た
。

り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

，
午
後
五
時
三
十
分
再
開

こ
の
際
、
本
日
の
会
諾
時
間
は
、
議
事
の
都
合
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
こ
れ
を
延
長
い
た
し
ま
す
。

午
後
五
時
三
十
一
分
休
憩

出
席
要
求
を
い
た
し
て
お
き
ま
し
た
議
事
説
明
者
の
氏
名
は
、
お
手
元
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
諮
事
説
明
者
要
求
害
写
し
の
と
お
り
で

あ
り
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
こ
の
際
、
議
事
の
都
合
に
よ
り
、
日
程
の
順
序
を
変
更
し
、
日
程
第
十
二
な
い
し
日
程
第
十
四
を
先
議
い
た

〔
「
拠
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
こ
の
際
日
程
の
順
序
を
変
更
し
、
日
程
第
十
二
な
い
し
日
程
第
十
四

を
先
議
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

日
程
第
十
二

〔
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）
登
瑕
〕

0
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）

日
程
第
十
二
、
議
案
第
六
十
六
号
四
日
市
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
を
諮
題
と
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
ご
上
程
の
議
案
第
六
十
六
号
は
、
本
市
の
教
育
委
員
会
委
員
の
う
ち
、
教
育
長
市
川
一
郎
氏
が
昨

十
五
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
後
任
の
委
貝
と
し
て
引
き
続
き
同
氏
を
任
命
い
た
し
た
い
と
存
じ
、
ご
同
意
を
お
願

い
す
る
も
の
で
、
同
氏
の
ご
経
歴
は
お
手
元
に
配
布
し
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

よ
る
し
く
ご
審
諮
い
た
だ
き
、
ご
同
窯
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

捉
案
理
由
の
説
明
は
、
お
聞
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
顆
い
ま
す
。

〔
「
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

別
段
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

き
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
件
に
つ
い
て
は
、
委
貝
会
の
付
託
を
省
略
し
直
ち
に
採
決
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
あ

〇
議
長
（
服
部
目
弘
君
）

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
の
付
託
を
省
略
し
直
ち
に
採
決
す
る
こ

こ
れ
に
よ
り
本
件
を
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
件
は
、
こ
れ
に
同
意
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

市
長
。

捉
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

〇
詔
長
（
服
部
昌
弘
君
）

議
案
第
六
十
六
号
四
日
市
市
教
育
委
貝
会
委
囚
の
任
命
に
つ
い
て

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
暴
諮
あ
り
ま
せ
ん
か
。

休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
議
を
開
き
ま
す
。

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

〇
諮
長
（
服
部
昌
弘
君
）

午
後
十
一
時
五
分
再
開

休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
議
を
開
き
ま
す
。
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0
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）

た
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
個
人
市
民
税
に
お
い
て
、
所
得
割
の
税
率
の
引
き
下
げ
ヽ
低
所
得
者
と
し
て
の
非
課
税
範
囲
、
障
害

者
、
未
成
年
者
、
老
年
者
及
び
罪
婦
に
対
す
る
税
額
軽
減
範
囲
の
拡
大
を
は
か
る
ほ
か
、
電
気
ガ
ス
税
の
税
率
の
引
き
下
げ
等
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
願
い
ま
す
。

よ
る
し
く
ご
審
議
い
た
だ
き
、
ご
決
諮
賜
わ
り
ま
す
よ
ぅ
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

提
案
理
由
の
説
明
は
、
お
聞
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

小
井
道
夫
君
゜

た
だ
い
ま
ご
上
程
の
諮
案
第
六
十
五
号
市
税
条
例
の
一
部
改
正
案
は
、
去
る
四
月
二
十
六
日
公
布
さ
れ
ま
し

電
気
ガ
ス
税
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
｀
非
課
税
範
囲
の
適
用
の
拡
大
、
特
に
こ
の
資
料
に
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
口
の
問
題
で
は
な
く

て
イ
の
ほ
う
に
か
か
わ
る
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。

非
課
税
範
囲
の
適
用
の
拡
大
、
そ
し
て
税
率
の
引
き
下
げ
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
こ
の
法
律
案
に
対
し
て
、
市
と
し
て
ど
う
い
う
態

度
を
と
っ
て
こ
ら
れ
た
の
か
。
政
府
に
対
し
て
、
関
係
方
面
に
対
し
て
ど
う
い
う
働
き
か
け
を
な
さ
れ
た
の
か
、
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

〔
小
井
道
夫
君
登
埴
〕

0
小
井
道
夫
君

簡
単
に
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）
登
坦
〕

市
長
。

〇
詔
長
（
限
部

g
弘
君
）

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

諮
案
第
六
十
五
号
四
日
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

日
程
第
十
三

次
に
、
日
程
第
十
三
‘
報
告
第
四
号
弾
力
条
項
の
適
用
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

〔
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）

た
だ
い
ま
ご
上
程
の
報
告
第
四
号
は
、
．
本
年
―
-
＿
月
に
開
佃
い
た
し
ま
し
た
昭
和
四
十
七
年
度
第
七
回
市
営
競

輪
に
お
き
ま
し
て
、
車
券
の
売
り
上
げ
が
予
算
を
上
回
り
ま
し
た
結
果
、
こ
れ
に
伴
う
経
費
支
出
の
予
算
が
不
足
す
る
と
こ
る
と
な
り
、

や
む
を
得
ず
地
方
自
治
法
第
二
百
十
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
弾
力
条
項
を
適
用
し
て
経
費
の
支
出
を
行
な
い
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
申

日
程
第
十
四

提
出
理
由
の
説
明
は
、
お
問
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
願
い
ま
す
。

〔
「
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

〇
諮
長
（
服
部
昌
弘
君

別
段
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
本
件
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
も
っ
て
報
告
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
日
程
第
十
四
‘
諾
案
第
六
十
五
号
四
日
市
市
税
条
防
の
一
乞
改
正
に
つ
い
．
て
を
苫
ピ
と
い
た
し
ま
す
。

市
長
。

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

提
出
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

報
告
第
四
号
弾
力
条
項
の
適
用
に
つ
い
て

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

‘-
I 

ご
異
諮
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
は
こ
れ
に
同
意
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

I, 
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0
小
井
道
夫
君
市
税
条
例
の
一
部
改
正
の
提
案
の
う
ち
、
雹
気
ガ
ス
税
に
か
か
わ
る
部
分
に
つ
い
て
、
反
対
の
立
場
か
ら
意
見
を
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
ナ
°
・
・

わ
れ
わ
れ
は
、
電
気
ガ
ス
税
が
一
般
の
家
庭
用
そ
し
て
企
業
の
電
気
ガ
ス
税
と
同
率
に
諌
税
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
た
い
へ
ん
問

題
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
し
．
、
9
9

ま
た
企
業
に
対
し
て
、
．
は
た
い
へ
ん
こ
の
非
課
税
範
囲
が
拡
大
さ
れ
優
遇
さ
れ
て
お
る
と
、
こ
う
い
う

点
で
た
い
へ
｀
ん
大
き
な
疑
問
を
持
つ
わ
け
で
こ
ざ
い
ま
．
す
。
し
た
が
い
ま
し
・
て
、
こ
れ
の
非
課
税
範
囲
の
縮
小
あ
る
い
は
大
企
業
に
対
す

る
電
気
ガ
ス
税
の
適
正
な
課
税
、
妥
当
な
課
税
と
い
う
も
の
を
主
張
し
て
お
る
わ
け
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
の
法
改
正
に
伴
う
市

税
条
例
の
改
正
に
あ
た
り
ま
し
て
、
こ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
願
い
と
は
逆
の
方
向
て
提
案
さ
れ
て
き
て
お
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
｝
て
承
服
で

き
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
先
ほ
ど
質
問
の
中
で
一
．
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が
ー
税
率
の
引
き
下
げ
に
よ
り
ま
し

4て、
4

わ
ず
か
四
日
市
に

お
け
る
大
会
社
十
社
で
、
半
年
間
で
千
三
百
八
十
万
も
の
減
税
と
な
る
わ
け
で
こ
，
ざ
い
ま
す
。
こ
の
資
料
に
提
起
さ
れ
て
い
る
数
字
か
ら

見
ま
し
て
も
、
・
半
分
以
上
が
こ
の
わ
ず
か
十
社
の
減
税
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
、
こ
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
月

議
会
で
も
す
で
に
一
定
の
諮
会
と
し
て
の
意
見
も
決
謡
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
電
気
ガ
ス
税
は
市
税
と
し
て
の
有
力

〔
小
井
道
夫
君
登
坦
〕

小
井
道
夫
君
゜

討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
発
言
を
許
し
ま
す
。

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。

こ
。f
 
〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

私
ど
も
は
、
こ
の
電
気
ガ
ス
税
の
非
課
税
範
囲
の
縮
小
の
問
題
等
に
つ
い
て
、
た
い
へ
ん
不
当
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
た

び
た
び
意
見
を
申
し
上
げ
て
き
た
わ
け
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
政
府
、
関
係
方
面
に
対
す
る
働
き
か
け
が
な
さ
れ
た
の
か
‘
.

こ
う
い
う
点
を
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
点
目
は
、
税
率
の
引
き
下
げ
に
よ
っ
て
、
三
月
議
会
に
お
い
て
当
局
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
と
こ
ろ
の
非
課
税
額
、
こ
の
と
き
に
出
さ

れ
た
十
社
、
こ
の
十
社
の
減
税
見
込
み
分
、
そ
れ
が
幾
ら
に
な
る
の
か
。
資
料
で
は
二
千
四
百
九
十
八
万
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

う
ち
い
わ
ゆ
る
十
社
の
分
で
幾
ら
に
な
る
の
か
、
そ
う
い
う
点
を
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

税
務
部
長
。
/

〔
税
務
部
長
（
杉
本
治
芳
君
）
登
坦
〕
：
・

｛
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。
’

〇
税
務
部
長
（
杉
本
治
芳
君
）

第
一
点
の
、
い
ま
ま
で
の
電
気
ガ
ス
税
に
つ
い
て
の
関
係
方
面
に
対
し
ま
す
要
望
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
機
会
あ
る
と
と
に
と
ら

お

越

し

い

・

強

く

こ

の

え
ま
し
て
要
望
は
続
け
て
き
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
税
制
調
査
会
が
昨
年
四
日
市
へ
た
だ
き
ま
し
た
と
き
に
も
、

—
、

[
J
i

点
に
つ
き
ま
し
て
は
お
願
い
し
て
こ
ざ
い
ま
す
0

.

そ
れ
か
ら
、
第
二
点
の
、
十
社
に
つ
い
て
の
減
税
が
ど
れ
だ
け
に
な
る
の
か
と
い
グ
こ
と
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
減
税
の
平
が
一
割
六
分

に
当
た
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
四
十
八
年
度
は
十
月
か
ら
施
行
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
八
彩
に
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
を
一
応
予
想
の
税
収
額
に
掛
け
て
み
ま
す
と
、
千
三
百
八
十
万
く
ら
い
か
と
い
う
よ
う
な
予
想
で
こ
ざ
い
ま
す
。

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

他
に
こ
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
ナ
。

お
は
か
り
い
大
し
ま
す
。
本
件
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
の
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
こ
異
諮
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
諾
た
し
」
と
呼
ぶ
者
ち
り
〕

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
委
貝
会
の
付
託
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し

こ
の
点
を
ま
ず
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

l' ． 
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午
後
十
一
時
二
十
二
分
延
会

次
回
は
、
五
月
十
七
日
午
前
零
時
か
ら
会
議
を
開
く
予
定
と
い
た
し
ま
す
。

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

こ
異
諮
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〇
議
長

G
皿
部
昌
弘
君
）

会
期
の
延
長
に
つ
い
て
を
諮
題
と
い
た
し
ま
す
。

日
程
追
加

と
に
決
し
ま
し
た
C

〇
諮
長
（
服
部
昌
弘
君
）

い
ま
す
。
こ
れ
に
こ
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
市
の
収
入
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
適
確
な
確
保
の
た
め
に
、
税
率
の
是
正
、
そ
し
て
ま
た
非
課
税
範
囲
の
縮
小
と
い
う
問
題
に
i

つ
い
て

市
当
局
が
も
っ
と
租
極
的
な
態
度
を
と
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
・

さ
ら
に
、
最
後
に
、
要
望
と
し
て
は
、
市
民
税
の
市
独
自
の
減
免
措
置
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
、

一
定
の
普
処
を
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
'

ご
ざ
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
独
自
の
措
四
を
強
力
に
今
後
考
え
て
い
た
だ
き
た
竺
少
な
く
と
も
年
収
百
五
十
万
円
ま
で
は
市
民
税
が
課
税

さ
れ
な
い
よ
う
な
、
そ
う
い
う
方
向
で
市
が
独
自
措
四
を
と
り
得
る
余
地
が
法
的
に
も
保
障
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
こ
ざ
い
ま
し
て
、
一
そ

う
の
努
力
を
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
望
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
わ
せ
ま
し
て
、
三
月
議
会
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
市
町
村
民
税
‘
法

人
税
割
り
の
大
企
業
、
少
な
く
と
も
資
本
金
十
偲
以
上
あ
る
い
は
一
低
以
上
の
と
こ
ろ
に
対
す
る
制
限
税
率
一
ば
い
の
課
税
と
い
う
問
題

も
、
早
急
に
具
体
化
さ
れ
ま
す
よ
う
に
要
望
い
た
し
ま
し
て
、
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
も
っ
て
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。
喩

〇
諮
長
（
服
部
昌
弘
君
）

こ
れ
よ
り
本
件
を
採
決
い
た
し
ま
す
。
．

本
件
は
、
原
案
の
と
お
り
決
す
る
こ
．
と
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

〔
校
成
者
起
立
〕

〔
「
異
議
た
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

会
期
の
延
長
に
つ
い
て

‘
〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
こ
の
際
、
会
期
の
延
長
に
つ
い
て
を
日
程
に
追
加
し
、
議
題
と
い
た
し
た
い
と
思

ご
異
諮
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
’
'
こ
の
際
会
期
の
延
長
に
つ
い
て
を
日
程
に
追
加
し
、
諮
題
と
す
る
こ

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
今
期
臨
時
会
の
会
期
は
本
日
ま
で
と
議
決
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
議
事
の
都
合
に
よ
り
会
期
を
五
月
十
七
日

ま
で
の
一
日
問
延
長
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
と
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
じ
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
諮
長
（
服
部
昌
弘
君
）

ご
異
諮
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
会
期
は
五
月
十
七
日
ま
で
の
一
日
問
延
長
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
日
の
会
議
は
こ
の
程
度
に
と
ど
め
、
延
会
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

ご
異
諮
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
日
は
こ
れ
を
も
っ
て
延
会
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

本
日
は
こ
れ
を
も
っ
て
延
会
い
た
し
ま
す
。
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四
日
市

昭
和
四
十
八

年
五
月
十
七
日

四

日

市

市

議

市
議
会
臨
時
会
会
議
録
（

第
二
号
）

会
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日
程
第

昭
和
四
十
八
年
五
月
十
七
日
（
木
）

四
日
市
市
諮
会
諮
長
の
辞
庶
に
つ
い
て

四
日
市
市
議
会
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

選選

四
日
市
市
議
会
常
任
委
員
会
委
貝
の
選
任
に
つ
い
て
・
・
・
'
.
.
-............... .
 

諮
目
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
鼻．選

三
洒
伝
染
病
開
離
病
舎
組
合
諮
会
議
員
の
補
欠
選
挙

-
c
っ
＾
て
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

四
日
市
港
管
理
組
合
諮
会
議
員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い

五
号
i
i四
日
市
市
議
会
特
別
委
員
会
の
設
囲
に
つ
5

て
[
•
•
i

.........,．．．．パ・・ー・し
o
.... -...... 、
：
諮
案
説
明
・
・
質
疑
、
討
論
、
詔
決

諮
案
第
六
七
号
＇
ー
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

四
日
市
市
議
会
議
長
の
辞
殿
に
つ
い
て

•9.­

.,• 

t

9

・
”

.

.

.
 

i
,
[
‘
.
,
f
.
L
 

日
程
第

選
挙
第
三
号
四
日
市
市
議
会
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

0
本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

,

'

 

．． •'‘‘ 
[
＇
‘
 

/
 

’‘ 
f 

第[い

f
{

第
．
八

発
諮
第

[↑て

第

七

選

挙

第

七

号

第

ー』

ノ'、

選
挙
第

六
号

第
五
選
挙
第
五
号
四
日
市
、
菰
野
、
川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
諮
会

口＇

議

ヽ II 

決 挙

第

四

発

諮

第

四

号

任

第

選

挙

第

四

号

第 第

選
挙
第

一
号
四
日
市
市
議
会
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

〇

諾

事

日

程

第

二

号

挙

選

挙

-41-



0 

0
出
席
議
貝
（
四
十
―
―
ー
名
）

日

程

第

九

議

案

第

六

七

号

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

日

程

第

八

発

諮

第

五

号

四

日

市

市

諮

会

特

別

委

員

会

の

設

四

に

つ

い

て

野

崎

貞

芳

君

生

J 11 

平

蔵

君

中

島

隆

平

君

出

井

栂

君

坪

井

妙

子

君

田

中

政

君

高

橋

力

君

高

井

」
夫

君

志

租

政

君

後

藤

藤

太

郎

君

後

店

究

治

君

小

林

窮

夫

君

ヽ`11 

林

博

君

＂` 4 
林

哲

君

粉

JII 

次ー夫一茂

君

喜

多

野

等

君

JII 

村

會

潔郎

君

小

JII 

四

君

大

島

武

雄

君

岩

田

久

雄

君

•• 

,
 

•. 

：
伊
：

藤

．．．． 

：
信

君

伊

藤

太

郎

君

.•. 

：
伊

↓
 
恥

金

君

小

井

道

夫

君

荒

木

武

治

君

天

春

．．．． 

：文

雄

君

青

日

程

第

七

選

挙

第

七

号

四

日

市

港

管

理

組

合

諮

会

議

員

の

補

欠

選

挙

に

つ

い

て

日
程
第

六

選
挙
第

六
号

日
程
第

日
程
第

五

選

挙

第

五

号

四

発

議

第

四

号

日
程
第

選

挙

第

四

号

四
日
市
市
議
会
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

四
日
市
市
諮
会
常
任
委
員
会
委
貝
の
選
任
に
つ
い
て

山

峯

男

四
日
市
、
菰
野
‘
川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
諮
会
議
員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

三
洒
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
諮
員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

君

-43--: -42-



〇
諮
長
（
服
部
昌
弘
君
）
た
だ
い
ま
か
ら
、
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
出
席
諮
貝
は
、
四
十
二
名
で
あ
り
ま
す
。
一
、

．
 

r

ヽ

0
出
席
事
務
局
職
貝 、ー！

， 
_! 

〇
諮
事
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者

〇
欠
席
諮

H
（
一
名
）

I 
： 

ヽヽ、

L,•,1 
．` 

、事・主＇諮

ー

午
前
六
時
五
分
開
諮

事
事

．
 

．
 

.

1

 

．試

務
．． 

補 袖長

‘-

川酉板

北ロ

悟

司一徹
.99 

君｀君

係

綺

大

之

丞

君

議

事

課

長

JII 

村

得

君

事
．
一
務
，
局
長

_-

競っ， 

し

野

正

和

君．’

総

務

部

長

9, 

・‘9

阿三；庄
/ 

,,南

輝

：彦

君

入

市

長

公

室

長

こ君

収

役

輪；司

•— 

． 

喜良

代9

司．一

君

助

役

加

店

寛

嗣

君

＇ ；
 

，
 ，
 ，
 市

，
 
ヽ

長

岩

野

見

齊

君

訓

覇

也

男

君

吉

垣

照

男

君

山

本

勝

君

山

中

忠

君

山

口

信

生

君

安

垣

勇

君

六

平

司

君

松

島

豊良

君

培

山

英

君

藤

井

泰

治

郎

君

福

田

香

君

日

比

義

君

早

Jll 

正

史平夫

君

服

部

昌

弘

君

長

谷

川

鐸

元

君

橋

本

増

蔵

君

鉦四

本

建

治

君

ー45一
ヽ• I 
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〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

（
議
場
開
鎖
）

ま
す
。

た
い
へ
ん
皆
さ
ま
の
一
年
間
絶
大
な
る
こ
支
援
に
よ
り
ま
し
て
、
大
過
な
く
重
貨
を
全
う
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
あ
り

今
後
は
、
議
貝
の
一
人
と
し
て
、
諮
会
活
動
に
専
念
い
た
し
ま
す
。
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
指
迫
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

遥
挙
第
三
号

〇
諮
長
（
服
部
昌
弘
君
）

（
諾
坦
閉
鎖
）

（
投
漿
用
紙
配
布
）

投
票
箱
を
改
め
さ
せ
ま
す
。

異
状
な
し
と
認
め
ま
す
。

念
の
た
め
申
し
上
げ
ま
す
。
投
漿
は
単
記
無
記
名
で
あ
り
ま
す
。
投
猥
用
紙
に
被
選
挙
人
の
氏
名
を
記
載
の
う
え
、
順
次
投
票
を
願
い

（
各
貝
投
猥
）

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）
投
漿
甜
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ー
ー

投
票
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

1

諮
場
の
閉
鎖
を
解
き
ま
す
。

開
猥
を
行
な
い
ま
す
。

会
議
規
則
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
立
会
人
に
中
島
隆
平
君
及
び
松
島
良
一
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。
よ
っ
て
、
両
君
の

（
投
票
箱
点
検
）

〇
諮
長
．
（
服
部
昌
弘
君
）

〇
諾
長
（
服
部
昌
弘
君
）

投
猥
用
紙
の
配
布
洞
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ー
ー
ー

〇
諾
長
（
服
部
昌
弘
君
）

投
両
が
用
紙
を
配
布
い
た
さ
せ
ま
す
。

諾
坦
の
閉
鎖
を
命
じ
ま
す
。

日
程
第

四
日
市
市
諮
会
副
謡
長
の
選
挙
に
つ
い
て

（
拍
手
）

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

こ
。f
 
0
安

垣

勇

君
〔
安
垣

安
垣
勇
君
゜

去
る
五
月
十
五
日
、
安
垣

勇
君
か
ら
、
都
合
に
よ
り
副
議
長
を
辞
麒
し
た
い
旨
の
願
い
出
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
地
方
自
治
法
第
百

八
条
の
規
定
に
よ
り
、
五
月
十
六
日
こ
れ
を
許
可
い
た
し
ま
し
た
か
ら
、
報
告
い
た
し
ま
す
。

勇
君
諮
場
中
央
に
進
む
〕

ち
ょ
う
ど
昨
年
、
皆
さ
ま
の
絶
大
な
る
と
推
四
を
受
け
ま
し
て
、
私
、
．
副
諾
長
の
重
織
を
に
な
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

〇
議
長
（
服
部
昌
弘
君
）

し
く
お
顧
い
い
た
し
ま
す
。

投
猥
洞
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
、
四
十
二
人
で
あ
り
ま
す
。

本
日
の
諮
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
諮
事
日
程
第
二
号
に
よ
り
取
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
、
よ
ろ

次
に
、
日
程
第
＿
、
選
挙
第
三
号
四
日
市
市
詔
会
副
議
長
の
選
挙
を
行
な
い
ま
す
。

こ
の
際
、
報
告
い
た
し
ま
す
。

配
布
洞
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

_47- -:-:4 6-



四
日
市
市
諮
会
副
諮
長
殿

服
部

昌
弘

今
般
、
都
合
に
よ
り
、
四
日
市
市
諮
会
諮
長
を
辞
職
い
た
し
た
＜
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
』

昭
和
四
十
八
年
五
月
十
六
日

四
日
市
市
諮
会
諮
長

辞

職

願

〔
諮
事
課
長
朗
読
〕

ま
ず
、
そ
の
辞
戦
顧
を
朗
読
い
た
さ
せ
ま
す
。

〇
副
議
長

（
削
山
英
一
君
）

議
長
、
服
部
昌
弘
君
か
ら
、
議
長
の
辞
説
願
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

〔
議
長
退
席
、
副
議
長
沼
席
〕

本
件
は
、
私
の
一
身
上
に
関
す
る
事
件
で
あ
り
ま
す
の
で
、
地
方
自
治
法
第
百
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
退
席
い
た
し
ま
す
。

〇
詔
長

（
服
部
昌
弘
君
）

次
に
、
日
程
第
二
、
四
日
市
市
議
会
諾
長
の
辞
職
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。
．

日
程
第

四
日
市
市
議
会
諾
長
の
辞
醗
に
つ
い
て

（
拍
手
）

ど
う
も
あ
り
が
ど
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
も
と
よ
り
不
敏
で
は
こ
ざ
い
ま
ナ
が
、

0
期
山
英
一
君

増
山
英
＿
君

野
埼
貞
芳
君

大
島
武
雄
君

よ
っ
て
、
増
山
英
一
君
が
四
日
市
市
諮
会
副
議
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
選
学
の
法
定
得
菜
数
は
、
十
一
票
で
あ
り
ま
す
。

珀
山
英
一
君

た
だ
い
ま
は
不
肖
私
を
副
諮
長
に
選
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
喜
び
に
た
え
な
い
次
第
で
こ
ざ
い
ま
す
。

市
市
勢
発
展
の
た
め
に
最
普
の
努
力
を
い
た
す
決
恋
で
こ
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
何
か
と
皆
さ
ん
の
ご
指
芍
、
こ
鞭
撻
、
ご
協
力
を
賜
わ

ら
ん
こ
と
を
心
か
ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
簡
単
で
ご
ざ
、
い
ま
す
が
こ
あ
い
さ
つ
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
削
山
英
一
君

諮
場
中
央
に
迎
む
。
〕

以
上
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。 而

Z`< 

十
二
菜

有
効
投
漿
中

有
効
投
菜

焦
効
投
菜

零

〇
諮
長
（
服
部
昌
弘
君
）

そ
の
ク
ち

選
学
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

投
漿
総
数
四
十
二
漿
、
こ
れ
は
先
ほ
ど
の
出
席
諮
員
数
に
符
合
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

（
開
漿
）

二
十
九
菜

四
十
二
菜

立
ち
会
い
を
お
顧
い
い
た
し
ま
す
。

（
立
会
人
立
ち
会
う
）

. 

副
諮
長
就
任
の
う
え
は
、
屈
鈍
に
む
ち
打
ち
ま
し
て
、
微
力
で
は
こ
ざ
い
ま
す
が
、
四
日
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〇
副
諮
長
（
増
山
英
一
君
）

投
票
甜
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ー
ー
＇
投
票
洞
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

（
各
貝
投
漿
）

ま
す
。

〇
副
諮
長
（
増
山
英
一
君
）

投
漿
用
紙
の
配
布
洞
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
゜
ー

（
投
票
用
紙
配
布
）

投
両
が
用
紙
を
配
布
い
た
さ
せ
ま
す
。

思
い
ま
す
と
、
こ
の
＿
年
問
、
内
外
と
も
に
全
く
多
事
な
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

内
で
は
、
大
気
の
複
合
汚
染
に
か
か
る
訴
訟
事
件
の
判
決
が
こ
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
全
く
画
期
的
な
判
決
で
あ
っ
て
、
行
政
の
四
任

を
問
わ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
予
期
し
な
か
っ
た
事
態
ま
で
起
こ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
幾
つ
か
の
選
挙
が
こ
ざ
い
ま
し
た
。
参
議
院
の
補

欠
選
挙
か
ら
衆
諮
院
の
選
挙
、
知
事
選
挙
、
市
長
選
挙
、
こ
れ
ら
の
選
挙
が
か
た
ま
っ
て
こ
の
一
年
の
間
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
岩
野
市
長
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
市
政
の
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
た
と
、
，
そ
う
い
う
事
態
が
こ
ざ
い
ま
し

外
で
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
一
年
問
、
三
重
県
下
の
議
長
会
の
会
長
と
、
あ
る
い
は
東
海
諮
長
会
の
支
部
長
、
あ
る
い
は
全
国
諮
長
会
の

理
事
と
、
あ
る
い
は
公
害
四
市
の
協
議
会
の
会
長
と
数
々
の
誼
大
な
四
任
あ
る
仕
事
が
待
っ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
私
は
非
力
で
は
こ
ざ
い
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
大
過
な
く
過
こ
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
全
く
議
会
の
皆
さ

ん
方
の
格
別
の
こ
糀
撻
と
こ
支
援
の
た
ま
も
の
で
こ
ざ
い
ま
し
て
、
議
長
の
職
を
辞
す
る
に
あ
た
り
ま
し
て
、
心
か
ら
皆
さ
ん
方
に
御
礼

ど
う
も
こ
の
一
年
間
、
い
る
い
る
と
お
世
話
に
な
り
ま
し
て
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

日
程
第
三

〇
副
議
長
（
増
山
英
一
君
）

諮
場
の
閉
鎖
を
命
じ
ま
す
。

（
諮
場
閉
鎖
）

〇
副
諮
長
（
削
山
英
一
君
）

投
梨
箱
を
改
め
さ
せ
ま
す
。

（
投
票
箱
点
検
）

次
に
、
日
程
第
三
、
選
挙
第
四
号
四
日
市
市
諮
会
議
長
の
選
挙
を
行
な
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
出
席
諮
員
数
は
、
四
十
三
人
で
あ
り
ま
す
。

異
状
な
し
と
認
め
ま
す
。

〇
副
議
長
（
削
山
英
一
君
）

念
の
た
め
申
し
上
げ
手
。
投
票
は
単
記
無
記
名
で
あ
り
ま
す
。
投
漿
用
紙
に
被
選
挙
人
の
氏
名
を
記
載
の
う
え
、
順
次
投
票
を
願
い

選
学
第
四
号

四
日
市
市
諮
会
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

（
拍
手
）ヽ

を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
。f
 

0
服
部
昌
弘
君

そ
れ
で
は
一
言
お
礼
の
こ
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

〔
服
部
昌
弘
君
議
場
中
央
に
進
む
〕

服
部
昌
弘
君
゜

〇
副
議
長
（
削
山
英
一
君
）

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

〇
副
議
長

（
増
山
英
一
君
）

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
服
部
昌
弘
君
の
議
長
の
辞
職
を
許
可
す
る
こ
と
に
こ
異
諾
と
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

よ
っ
．
て
‘
服
部
昌
弘
君
の
議
長
の
辞
職
を
許
可
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

配
布
洞
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

そ
の
結
果
、
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小

井

迅

夫

君

、

伊

店

信

一

君

、

以
上
の
十
一
人
を
総
務
常
任
委
員
に
、

長
谷
川
鐸
元
君
、

服

部

昌

弘

君

、

川

村

潔

君

、

小

林

栂

次

君

、

志

積

政

一
君
、

一
蒻
橋
カ
―
―
―
君
‘
ヽ

日
比
義
平
君
、

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

委
員
会
条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、

小

林

哲

夫

君

、

安

垣

勇

君

、

田
中
政
一
君
、

山

口

信

生

坪

井

妙

子

君

中
島
隆
平
君
、

野

崎

貞

芳

君

、

橋

本

口

治

君

〇
謡
長

（
山
口
信
生
君
）

次
に
、

日
程
第
四
、
発
諮
第
四
号
四
日
市
市
詔
会
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
を
行
な
い
ま
す
。

日
程
第
四
発
議
第
四
号

四
日
市
市
議
会
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

（
拍
手
）

た
だ
い
ま
は
不
肖
山
口
に
議
長
の
ご
指
名
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
く
、
身
に
余
る
光
栄
で
こ
ざ

浅
学
非
オ
の
身
で
ご
ざ
い
ま
す
。
重
店
の
諮
長
の
職
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
何
と
い
た
し
ま
し
て
も
皆
さ
ま
の
と
指
司
、
こ
鞭
撻
、

ご
協
力
な
く
し
て
は
円
満
な
る
諮
会
の
迎
営
は
で
き
ぬ
と
私
は
考
え
て
い
る
次
第
で
こ
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
ひ
と
つ
、
今
後
と
も
よ
る
し
く
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
こ
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

〔
副
諾
長
退
席
、
諮
長
若
席
〕

ま
す
。
0
山
口
信
生
君

〔
山
口
信
生
君
諮
場
中
央
に
進
む
〕

こ
の
選
挙
の
法
定
得
瞑
数
は
、
十
一
面
が
で
あ
り
ま
す
。

山
口
信
生
君
゜

以
上
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

大
島
武
雄
君

十
四
隈

山
口
信
生
君

二
十
九
取

有
効
投
漿
中

無
効
投
猥

零

有
効
投
漿
四
十
三
漿

そ
の
う
ち

〇
副
諮
長
（
増
山
英
一
君
）

（
開
票
）

投
瞑
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

議
場
の
閉
鎖
を
解
き
ま
す
。

開
票
を
行
な
い
ま
す
。

会
諮
規
則
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
立
会
人
に
天
春
文
雄
君
及
び
六
平
豊
司
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。
よ
っ
て
、
両
君
の

立
ち
会
い
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
立
会
人
立
ち
会
う
）

投
票
総
数
四
十
三
漿
、
こ
れ
は
先
ほ
ど
の
出
席
議
員
数
に
符
合
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

〇
副
議
長
（
増
山
英
一
君
）

（
議
場
開
鎖
）

選
挙
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

よ
っ
て
、
山
口
信
生
君
が
四
日
市
市
諮
会
議
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

v 
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志
積
政
一
君
、

野
崎
貞
芳
君
、

橋
本
廷
治
君
、

長
谷
川
鐸
元
君
、

服
部
昌
弘
君
、

安
垣
勇
君
、

山
口
信
生

四
日
市
、
菰
野
、
川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
議
会
議
員
に

〇
議
長
（
山
口
信
生
君
）

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
と
異
諮
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

教

育

民

生

委

員

会

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

次
に
、
日
程
第
五

日
程
第
五

選
学
第
五
号
四
日
市
、
菰
野
、
川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
議
会
議
貝
の
盆
欠
選
挙
に
つ
い
て

四
日
市
、
菰
野
、
川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
議
会
議
員
の
袖
欠
選
挙

を
行
な
い
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
諮
長
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
い
た
し
た

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

を
指
名
い
た
し
ま
す
。

よ
っ
て
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
諮
長
に

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
志
積
政
一
君
、
野
崎
貞
芳
君
、
橋
本
紐
治
君
、
長
谷
川
鐸
元
君
、
服
部
昌
弘

速
挙
第
五
号

以
上
の
と
お
り
で
こ
ざ
い
ま
す
。

廷

設

委

員

会

委

員

長

伊

．

店

太

郎

君

副

委

員

長

福

田

香

史

君

産
業
公
営
企
業
委
員
会

委

貝

長

大

島

武

雄

君

副

委

員

長

青

山

峯

男

君

委

員

長

早

川

正

・

夫

君

副

委

員

長

妙

子

君

総

務

委

員

会

委

員

長

志

租

政

君

副

委

員

長

〇
議
長
（
山
口
信
生
君
）

休
憩
中
に
互
造
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
各
常
任
委
員
会
の
正
副
委
員
長
の
氏
名
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
諮
を
開
き
ま
す
。 午
前
七
時
三
十
四
分
再
開

午
前
六
時
三
十
八
分
休
憩

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

以
上
の
十
一
人
を
教
育
民
生
常
任
委
員
に
、

青

山

名

男

君

、

天

春

文

雄

君

、

〇
議
長
（
山
口
信
生
君
）

出

井

防

君

、

店
井
泰
次
郎
君
、

伊

店

太

郎

君

、

小
川
四
郎
君
、

小

林

喜

夫

君

、

後

店

窃

治

君

、

後
店
店
太
郎
君
、

生
川
平
政
君
、

早

川

正

夫

君

、

増
山
英
一

君
、

荒

木

武

治

君

、

橋

本

培

政

君

、

以
上
の
十
一
人
を
廷
設
常
任
委
員
に
、

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

委
貝
会
委
貝
に
選
任
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

松
島
良
一

君
、

伊
店
金
一
君
、
．

以
上
の
十
＿
人
を
産
業
公
営
企
業
常
任
委
員
に
、岩

田

久

雄

君

、

福

田

香

史

君

、

大

島

武

雄

君

、

そ
れ
ぞ
れ
指
名
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
こ
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

六

平

既

司

君

、

坪長
•谷
井川

訓

覇

也

男

君

、

喜

多

野

等

君

、

山
中
忠
＿

君

吉

垣

照

男

君

鐸

元

君

荘

井

三

夫

君

ご
異
諮
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
以
上
の
諸
君
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
常
任

山

本

勝

君

粉

川

茂

君
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〔「

m邦
諮
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

定
め
る
こ
と
に
こ
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

等
君
、
小
林
喜
夫
君
、
山
中
忠
＿
君
を
当
選
人
と

伊

藤

金

一

君

喜

多

野

．

等

君

小

林

喜

夫

君

、

山

中

忠

四
日
市
港
管
理
組
合
諾
会
議
貝
に

に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

〇
議
長
（
山
口
信
生
君
）

2

「
E

択
諾
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

日
程
第
七

君

四
日
市
港
管
理
組
合
詔
会
議
員
の
袖
欠
選
挙
を
行
な
い
ま
す
。

が
三
洒
伝
染
病
附
離
病
舎
組
合
議
会
諮
貝
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

小

林

防

次

君

、

野

綺

貞

芳

君

ヽ

こ
屎
諮
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、

を
当
近
人
と
定
め
る
こ
と
に
こ
異
詔
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

小

林

閲

次

君

に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

〇
議
長
（
山
口
信
生
君
）

選
挙
第
六
号

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
諮
長
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
い
た
し
た

〔
「
異
議
た
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

〇
議
長
（
山
口
信
生
君
）

三
江
伝
染
病
附
雄
病
舎
紐
合
議
会
議
員
に

を
指
名
い
た
し
ま
す
。

〔
「
沢
諾
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

迦
挙
第
七
号

い
と
思
い
ま
す
。

を
指
名
い
た
し
ま
す
。

中

島

隆

平

君

、

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

ご
異
諮
な
し
と
認
め
ま
す
。

中

島

陸

平

君

三
洒
伝
染
病
屈
雄
病
舎
組
合
諮
会
議
員
の
益
欠
選
挙
を
行
な
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
諮
長

野

埼

貞

芳

君

日

比

義

平

君

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
指
名
S

た
し
ま
し
た
小
林
栂
次
君
、
中
島
隆
平
君
、
野
崎
貞
芳
君
、
日
比
義
平
君
、
安
垣

日

比

義

平

君

四
日
市
港
管
理
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）
次
に
、
日
程
第
七

選
挙
第
七
号

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
諮
長
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
い
た
し
た

こ
れ
に
こ
異
諮
あ
り
ま
せ
ん
か
。

と
異
諮
な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
、
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
議
長

た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
伊
藤
金
一
君
、
喜
多
野

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
こ
異
諮
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
に
、
日
程
第
六

日
程
第
六

迦
挙
第
六
号
三
洒
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
諮
会
議
貝
の
袖
欠
選
挙
に
つ
い
て

〔
「
異
諮
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

志
茄
政
一
君
、

野
綺
貞
芳
君
、

橋
本
廷
治
君
、

が
四
日
市
、
菰
野
、
川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
諮
会
諮
員
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

長
谷
川
鐸
元
君
、

こ
異
諮
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、

服
部
昌
弘
君
、

君
、
安
垣
勇
君
、
山
口
信
生
を
当
選
人
と
定
め
る
こ
と
に
と
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

安

垣

安

垣

刃

君

安
垣
勇
君
、

勇

君

山
口
信
生

勇
君
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小
井
道
夫
君
、

伊
店
信
一
君
、

高
井
三
夫
君
、

以
上
の
七
人
を
総
合
開
発
特
別
委
員
に
、

野
綺
貞
芳
君
、

伊
店
金
一
君
‘

後
藤
究
治
君
、

莉
橋
力
三
君
、

生
川
平
政
君
、

橋
本
増
賎
君
、

服
部
昌
弘
君
、

福
田
香
史
君
、

日
比
義
平
君
、

•
1

・

松
島
良
一
君

六
平
豊
司
君

9

,

．
 

後
証
髪
郎
君
、

青
山
染
男
君
、

以
上
の
七
人
を
交
通
対
策
特
別
委
員
に
、

志
租
政
一
君
、

出
井

拇
君
、

ー

伊
店
太
郎
君
、
大
島
武
雄
君
、
小
林
哲
夫
君
、
小
林
喜
夫
君
、
田
中
政
一
君
、
中
島
隆
平
君
、
山
本

以
上
の
七
人
を
公
害
対
策
特
別
委
員
に
、

荒
木
武
治
君
、

店
荘
泰
伶
営
q
‘

り
、

以
上
の
六
特
別
委
員
会
を
設
IytIU
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
の
特
別
委
員
会
に
つ
．

S
て
は
諮
会
の
閉
会
中
も
調
査
研
究
が
で
き
る
も
の
と

し
、
本
調
査
研
究
が
終
了
す
る
ま
で
継
続
し
て
調
査
研
究
を
行
な
う
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
設
四
さ
れ
ま
し
た
特
別
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ

貝
会

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

公
苫
防
止
計
画
の
推
進
に
関
す
る
調
査
研
究
の
た
め
七
人
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
公
害
対
策
特
別
委
貝
会

駐
車
場
賂
備
及
び
近
鉄
窃
架
に
関
す
る
調
査
研
究
の
た
め
七
人
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
交
通
対
策
特
別
委
員
会

公
園
、
緑
地
及
び
流
通
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
調
査
研
究
の
た
め
七
人
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
総
合
開
発
特
別
委
員
会

常
時
没
水
地
域
解
消
に
関
す
る
調
査
研
究
の
た
め
七
人
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
治
水
対
策
特
別
委
員
会

財
涼
確
保
に
関
す
る
調
査
研
究
の
た
め
七
人
の
委
貝
を
も
っ
て
構
成
す
る
財
源
対
策
特
別
委
員
会

県
立
商
校
の
新
設
、
移
転
及
び
教
育
珀
境
整
備
に
関
す
る
調
査
研
究
の
た
め
七
人
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
教
育
設
備
増
弛
特
別
委

と
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
、
本
謡
会
に
、

員
会 お

は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
市
諾
会
に
、

：
伊
．
店
金

発
議
第
五
号

〇
詔
長
（
山
口
信
生
君
）

と
異
諮
な
し
と
認
め
ま
す
。

次
に
、
日
程
第
八

〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

よ
っ
て
、

発
諮
第
五
号

勝
君

安

垣

勇

君

.~. 

四
日
市
市
議
会
特
別
委
員
会
の
設
四
に
つ
い
て
を
諮
題
と
い
た
し
ま
す
。

公
古
防
止
計
面
の
推
進
に
関
す
る
調
査
研
究
の
た
め
七
人
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
公
害
対
策
特
別
委
員
会

駐
車
場
賂
備
及
び
近
鉄
商
架
に
関
す
る
調
査
研
究
の
た
め
七
人
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
交
通
対
策
特
別
委
員
会

公
園
、
緑
地
及
び
流
通
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
調
査
研
究
の
た
め
七
人
の
委
貝
を
も
っ
て
構
成
す
る
総
合
開
発
特
別
委
員
会

常
時
没
水
地
域
解
泊
に
関
す
る
調
査
研
究
の
た
め
七
人
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
治
水
対
策
特
別
委
員
会

財
源
確
保
に
関
す
る
調
査
研
究
の
た
め
七
人
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
財
源
対
策
特
別
委
員
会

県
立
裔
校
の
新
設
、
移
転
及
び
教
育
珀
境
整
備
に
関
ナ
る
調
査
研
究
の
た
め
七
人
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
教
育
設
備
増
独
特
別
委

以
上
の
六
特
別
委
日
会
を
設
既
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
の
特
別
委
員
会
に
つ
い
て
は
議
会
の
閉
会
中
も
調
査
研
究
が
で
き
る
も
の
と

し
、
本
謁
査
研
究
が
終
了
す
る
ま
で
継
続
し
て
調
査
研
究
を
行
な
う
こ
と
に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
諮
あ
り
ま
せ
ん
か
。

日
程
第
八

四
日
市
市
諮
会
特
別
委
貝
会
の
設
四
に
つ
い
て

が
四
日
市
浩
管
理
組
合
諮
会
議
員
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

君

喜

多

野

等

君

小

林

喜

夫

君

〇
議
長
（
山
口
信
生
君
）

山

中

忠

君

1 
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ご
賀
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
を
願
い
ま
す
。

t ; 

休
憩
中
に
互
選
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
各
特
別
委
員
会
の
正
副
委
員
長
の
氏
名
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

委

教
育
設
備
増
強
特
別
委
員
会

以
上
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

次
に
、
日
程
第
九

本
件
は
、
荒
木
武
治
君
の
一
身
上
に
関
す
る
事
件
で
あ
り
ま
す
の
で
、
地
方
自
治
法
第
百
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
同
君
の
退
席
を
求
め

〔
荒
木
武
治
君
退
席
〕
．

〔
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）
登
坦
〕

0
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）

〇
諮
長
（
山
口
倍
生
君
）

た
だ
い
ま
と
上
程
の
諮
案
第
六
十
七
号
は
、
議
会
諮
員
の
う
ち
か
ら
選
任
の
監
査
委
員
、
岩
田
久
雄
氏
が
辞

任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
後
任
の
監
査
委
員
と
し
て
荒
木
武
治
氏
を
選
任
い
た
し
た
く
、
こ
提
案
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

よ
る
し
く
こ
審
諮
い
た
だ
き
、
ご
同
意
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

提
案
理
由
の
説
明
は
お
聞
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

,.' 

市
長
。

〇
議
長
（
山
口
信
生
君
）
＇
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

ま
す
。

諮
案
第
六
十
七
号
、
監
査
委
貝
の
選
任
に
つ
い
て
を
諮
題
と
い
た
し
ま
す
。

日
程
第
九
．
諮
案
第
六
十
七
号

、」

委

員

長

川

村

潔

君

副

委

員

長

吉

垣

照

男

君

財
源
対
策
特
別
委
員
会

委

員

長

山

中

忠

君

副

委

員

長

橋

本

建

治

君

治
水
対
策
特
別
委
貝
会
．
委

m【
i

長

野

椅

貞

芳

君

副

委

員

長

高

井

夫

君

総
合
開
発
特
別
委
貝
会

委

員

長

六

平

既

司

君

副

委

．

員

長

後

．

店

究

治

君

交

通

対

策

特

別

委

員

会

委

貝

長

店

井

泰

治

郎

君

副

委

員

長

出

井

随

君

公
否
対
策
特
別
委
員
会

貝

長

山

本

勝

君

副

委

貝

長

中

島

隆

平

君

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
諮
を
開
き
ま
す
。 午
前
八
時
十
八
分
再
開

午
前
七
時
四
十
六
分
休
憩

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

員
会
委
員
に
造
任
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

一
暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

天
春
文
雄
君
、

そ
れ
ぞ
れ
指
名
S

た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
こ
異
諮
あ
り
注
せ
ん
か
。

〔
「
異
諮
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

吉
垣
照
男
君

と
異
諾
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
以
上
の
諸
君
を
そ
れ
ぞ
れ
の
特
別
委

以
上
の
七
人
を
教
育
設
備
増
強
特
別
委
員
に
、

小
川
四
郎
君
、

川
村
潔
君
、

訓
覇
也
男
君
、

粉
川
茂
森
君
、

"．`．
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坪
井
妙
子
君
、

以
上
の
七
人
を
財
椋
対
策
特
別
委
員
に
、

以
上
の
七
人
を
治
水
対
策
特
別
委
員
に
、

喜
多
野
等
君
、

岩
田
久
雄
君
、

小
林
博
次
君
、

橋
本
建
治
君
、
．

長
谷
川
鐸
元
君
、’
 

早
川
正
夫
君
、

疇

t

.

-

、

山
中
忠
一
君

、一6,1- -60-



賛
成

そ
の
う
ち

（
開
票
）

二
十
七
票

（
諾
場
開
鎖
）

〇
議
長
（
山
口
信
生
君
）

念
の
た
め
中
し
上
げ
ま
す
。
本
件
は
、
こ
れ
に
同
意
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
は
贅
成
と
、
反
対
の
諸
君
は
反
対
と
投
取
用
紙
に
記
入

を
顕
い
ま
ナ
。

な
お
、
重
ね
て
申
し
上
げ
ま
す
。
投
漿
中
、
校
否
を
表
明
し
な
い
投
漿
及
び
賛
否
の
明
ら
か
で
な
い
投
票
は
反
対
と
み
な
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
順
次
投
猥
を
願
い
ま
す
。

（
各
貝
投
漿
）

〇
議
長
（
山
口
信
生
君
）

投
漿
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

諮
場
の
閉
鎖
を
解
き
ま
す
。

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

会
諮
規
則
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
立
会
人
に
高
井
三
夫
君
及
び
吉
垣
照
男
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。
よ
っ
て
、
両
君
の

立
ち
会
い
を
お
顧
い
い
た
し
ま
す
。

（
立
会
人
立
ち
会
う
）

〇
議
長
（
山
口
信
生
君
）

投
猥
総
数
四
十
一
漿
、
こ
れ
は
先
ほ
ど
の
出
席
諾
員
数
に
符
合
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

（
投
梨
箱
点
検
）

（
投
漿
用
紙
配
布
）

あ
り
ま
せ
ん
か
。

〇
議
長
（
山
口
信
生
君
）

投
猥
の
結
呆
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

開
双
を
行
な
い
ま
す
。

投
漿
洞
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ー
ー
ー

投
漿
用
紙
の
配
布
甜
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
o

|

|
＇

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

別
段
品
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
件
に
つ
い
て
は
ヘ
ヽ
委
貝
会
の
付
託
を
省
略
し
、
直
ち
に
採
決
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
訊

〔
「
異
謡
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
本
件
を
採
決
い
た
し
ま
す
。

こ
の
採
決
は
、
無
記
名
投
漿
を
も
っ
て
行
な
い
ま
す
。

諮
場
の
閉
鎖
を
命
じ
ま
す
。

（
議
場
閉
鎖
）

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

ロ

投
猥
甜
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

こ
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
の
付
託
を
省
略
し
、
直
ち
に
採
決
す
る

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
、
四
十
一
人
で
あ
り
ま
す
。

投
両
が
用
紙
を
配
布
い
た
さ
せ
ま
す
。

投
漿
箱
を
改
め
さ
せ
ま
す
。

異
状
な
し
と
認
め
ま
す
。

,1 

配
布
甜
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。
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ま
こ
と
に
こ
苦
労
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

署

名

議

員

署

名

諮

貝

四
且
里
m
議
会
副
議
長

右
、
地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
署
名
す
る
。

四
日
市
市
諮
会
諮
長

四
日
市
市
諮
会
諮
長

八
年
五
月
四
日
市
市
議
会
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。

〇
議
長
（
山
口
信
生
君
）

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
今
期
臨
時
会
の

〔
荒
木
武
治
君
着
席
〕

I 1 

反
対

十
四
票

， 橋 ヽ 志 増 山 服 9

,

＇ 

I

.

r

 
L 

、-、

本 積 山 口 部

午
前
八
時
―
―
-
+
―
分
閉
会

日
程
は
全
部
終
了
い
た

政 英 信 昌 ＇ .・ ， 増

蔵 生 弘

し
ま
し
た
の
で
、

会
議
を
閉
じ
、
昭
和
四
十

以
上
の
と
お
り
贄
成
者
が
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
は
、
こ
れ
に
同
意
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

-65-
•一;6'4--


	第一号
	第二号

